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事業目的・事業概要

本事業の成果と課題

今年で4年目となる本事業は事業者たちのユニークなアイデアもあり、食に関する関係各所から注目集める事業となってお
ります。
私たちは、初年度の立ち上げから本事業に関わってきたことから、この事業のスタート時からの理念を踏襲しつつ、3年間の

事業を総括し、その課題に取り組んでいく所存でおります。

＜事業成果＞

ユニークなコンテンツ開拓から輸出
事業への積極的な取り組みへ。

実際に売上実績がアップするなど目標
となる成功事例サンプルを獲得。

＜4年目に向けた主な課題＞

食文化のユニークな取組が多数収集
され、新しい日本食文化を創出。

コロナ禍でも対応可能な新たな情報
発信への取り組み。

受賞者の中には、商談会への参加や
その前後のサポートを行うことで、海外
輸出への関心を高め、その第1歩を踏
み出して頂く事業者もありました。

2021年度は香港商談会に3事業者、台湾商談会
に1事業者が参加し、前後の支援もあり、手応えを感
じて頂くことができました。

コロナ禍にも関わらず、本事業の受賞者の中には、
1.4倍から2倍と大きく業績を伸ばされた事業者も複数
社ありました。

このような事業者の成功事例の発信と、成功背景の
分析を行うことで、今後の事業者への輸出への取り組
みの増加へと結びつけていけるものと考えます。

食かけるプライズとして募集された取
組には、食の魅力を高めるアイデアや
日本の食文化の魅力について再考す
る取組があり、さらに専門家の磨き上げ
により、新しい食スタイルや楽しみが創
出されています。

2020年-2021年は、プログラム運営ができ
ない状況になりましたが、そのような状況の中
でバーチャルトリップ、オンライン商談会の実施
など、WEBを使った積極的な情報発信を実
施。

ECサイトの充実も含め、コロナ収束後もオンライン配信
への有効活用への取り組みを促進してまいります。

日本の食と異文化の融合により、創出されてきた本事業の取り組みはさらに

充実させつつ、選定されたプログラムから、輸出につながる支援強化を

はかる。

一過的な賞への取り組みではなく、今後、「日本の食の輸出への可能性」や、「食文化の創
造」をリードするような取組についてしっかりとサポートを行う。
そのために応募者数のみならず、応募時点から具体的なターゲット市場や商品の情報を
提供し、優良事業者の応募を高める。

現在のような世界的なパンデミック発生時にでも対応でき、かつ収束後にも波及効果の高い
ECサイトなど、WEBを使った積極的な販売促進に取り組む。

プログラムについては例年様々なユニークな取り組みが多く、更なるブラッシュアップに努めると
ともに、各市場ごとの特性や嗜好を考慮した商品開発をさらに強化させる。
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事業目的（仕様書冒頭より）

「食料・農業・農村基本計画」において、2025年までに2兆円、2030年までに5兆円という輸出額目標が設定され、こ
の目標達成に向けて実行する施策として、令和2年12月に決定された「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」にお
いて、インバウンドの促進と連携した訪日外国人への日本の食や文化の理解・普及を図ることにより、日本の農林水産
物・食品の市場を拡大する取組を支援することとされています。

本事業においては、輸出につながり、かつ訪日外国人が感心を持つような日本の食と異業
種が組み合わされた多様な体験を収集した上で磨き上げ、そうした体験プログラムを訪日前や訪日中の外

国人へ向けて提供することで日本食・食文化への興味・関心を高め、帰国後に、日本の食の再体験の希望が高まること
により、一層の日本食・食文化の効果的な普及及び日本産食材の輸出促進につなげることを目的として実施されます。

日本の

食
輸出額UP！

訪日外国人

体験

＋

「日本の食」が体験を通して、訪日外
国人観光客の関心を高め、「おいし
い」プラスその背景や人との交流の中
で、日本の食のファン層を広げる。

友人・家族・フォロワーなど

体験者がSNSや帰国後の近親者へのクチコ
ミで、その魅力を広げて頂く。

訪日者のクチコミやSNSにより、感化された
方々が訪日し、体験いただき、自ら発信者
となって頂くことで、日本の食の魅力を伝播
させていく。

「日本の食の魅力」が「訪日の魅
力」とつながり、好循環を生む中で、
日本食の輸出額の底上げをはか
る。

特に体験が加わることで、より深い
日本食ファンの獲得につなげること
ができる。

近年の動向（新型コロナ感染症の世界的な広がりによる変化）

右肩上がりに増加し続けていた訪日インバウンドと、足並みをそろえて増加してきた「農林水産物・食品」の輸出でしたが、新
型コロナ感染症の世界的広がりの中で、その形態は変化を余儀なくされました。

前章で記載の通り、新型コロナの拡大は、訪日インバウンドに壊滅的な打撃を与えましたが、そのような中でも 「農林水産
物・食品」の輸出は増加を保つことができています。

これは、本事業をはじめとする長年に渡る様々な取り組みが、「日本の食」への高い信頼を築いてきたものと

考えられ、このような事態となった今だからこそ、「日本の食」の魅力について、再度しっかりと見つめ直し、コロナ収束後

には「日本の食」が訪日インバウンドの回復をリードする、さらに輸出へとつながる事業
者サポートを行えるよう本事業の在り方についても見直しをはかり、より良い好循環の回復へと導いていかなくてはなりま

せん。

「日本の食」に異業種を組み合わせることで新たな価値を創造し、
日本食の輸出額アップと再訪日の好循環をつくる。

体験メニューの魅力と、商品の魅力の双方を磨
き上げることで相互的な高い効果を生み出す。

事業目的・事業概要
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食体験の収集

先進事例の発表

食体験の魅力向上
のための磨き上げ

食体験の動画制作・
情報発信

効果測定

インバウンドを活用した
輸出の促進

食体験の収集にあたっては、ター
ゲット市場や品目などの具体的な
情報提供を合わせて行い、応募
時から輸出促進目線をしっかりと
訴求。輸出重点品目なども考慮し、

一過的な賞獲得ではない持続
性の高い体験の選定を行う。

選定された食体験プログラムにつ
いては、サイトでの発表に加え、受
賞者自身によるプレゼンテーション
と、専門家との意見交換などを配
信も交えて行い、課題やこれから
の可能性について、広く共有をは
かる。

過去3年に渡り磨き上げを行ってき
た専門家が、今までの課題も踏ま
えた上で、プログラム自体の魅力の
向上を行う。

さらに本年は輸出商品としての魅
力という点での磨き上げにも着手し、
コロナ禍のような事態の中でも、負
けない商品づくりを行う。

コロナ収束可否に応じた食体験の
提供促進を行う。
特にリアルな食体験ができない場
合においてもECサイトを通じて日
本の食を提供できるような情報発
信の充実をはかる。

コロナ禍で生まれた新たな観光促
進コンテンツであるバーチャルトリッ
プを、新たな発信コンテンツとして
定着させる。 リアルな訪日観光客の復活に向け

て、インフルエンサーをアンバサダー
として起用し、SNSでの拡散を継
続させる。
アンバサダーはコロナ禍においては
ECサイトへの誘引を強化させ、輸
出拡大に取り組む。

食体験の提供促進

コロナの影響でプログラム実施がで
きない場合も想定し、弊社の海外
ネットワークを使ったWEBでのサン
プル収集について準備する。
サンプル収集にあたっては、インバウ
ンドのニーズに応じた設問を準備し、
旅行需要が止まっている中、また
収束した場合の中で得られる海外
観光客のニーズを的確につかむよう
に計画する。

食体験の選定

バーチャルトリップの実施

特にリアルでの体験が難しい環境
下も考慮した情報発信が必要。
コロナが収束しない場合でも輸出
促進が図れる情報発信に取り組む

■事業展開概要■

訪日体験をレガシーとした、

現地消費を喚起する食を絡めた体験発信

■事業コンセプト■

事業目的・事業概要
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募集内容

訪日外国人に日本の食・食文化の魅力を伝える

「食」体験コンテンツを大募集！

「食かけるプライズ2022」募集開始！
農林水産省は、訪日中に食に関わる体験をした外国人が帰国
後も本国にいながら日本の食を体験できるような環境整備を
図り、日本産農林水産物・食品の輸出拡大につなげていく

「食かけるプロジェクト」を推進しています。
本プロジェクトの一環として、日本各地の食を異分野と掛け

合わせた魅力的な体験事例を表彰する
「食かけるプライズ2022」の募集を開始します。

新型コロナウイルス感染拡大で落ち込んだ消費回復へ向けて
来たるべき外国人観光客の訪日再開を見据え、プロジェクトを実施します。

２

 賞
（10社程度）

受賞した食体験には以下の副賞を予定しています。

注）受賞した賞の種類及び体験内容によっては該当しないものもあります。

・PR動画の制作（1分程度/本）

・訪日外国人向け旅行商品販売サイト等における情報発信

・体験コンテンツを商品化するための専門家等の派遣

・体験商品・コンテンツに関する農林水産物・食品の輸出商品化に向けた

磨き上げ、販路開拓支援及び越境ECへの掲載支援

・食体験の先進事例発表会での紹介

日本には単に食べるだけではなく、食×エンタメ、食×アート、食×スポーツ、食×歴史
など、食を通じて様々な文化に触れることができる体験がたくさんあります。農林水産省で
は、外国人の訪日意欲をかき立てるような食と異分野を掛け合わせた体験を募集し、素晴ら
しいアイデアを選定し、日本の食・食文化の魅力を訪日外国人に発信することを目的とした
「食かけるプライズ2022」を実施し、全国から食体験を募集します。

１ 食かけるプライズ 応募期間

２０２２年５月２０日（金） ～ ２０２２年７月１8日（月（祝日））

受賞メリット（副賞）

・食かける大賞（１社）
・食かける賞（数社）
・ネクストブレイク賞（数社）

募集内容

４

・訪日外国人向けの事業者が提供する、これまでに商品化（販売）されている

日本の食・食文化を深く知ることができる食体験。

・商品化（販売）を検討している事業者がファムトリップ（※）等で提供した

ことがある日本の食・食文化を深く知ることができる食体験。

（※）ファムトリップ：観光地の誘致促進のため、ターゲットとする国の旅行事業者や

           インフルエンサー、メディアなどを対象に現地視察してもらうツア－のこと。
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募集内容

スケジュール

募集期間 2022年5月20日（金） ～ 2022年7月18日（月（祝日））

応募に当たっての留意事項８

応募方法

６

審査期間 2022年7月下旬 ～ 2022年8月下旬

結果発表 2022年9月中 ※結果発表は農林水産省ホームページ及び
本プロジェクト公式サイトに掲載します。

●応募された体験事例の写真、動画、体験内容の説明及び会社名又は団体名は、応募サイトから不特定

多数の方が閲覧可能になることをご了承ください。写真・動画の使用範囲は当公式サイト内のみとな

ります。掲載する写真・動画の使用許諾（その範囲での著作者人格権の不行使を含む）を著作権者よ

り得ていることをご確認ください。なお被写体となっている人物の肖像権についても、肖像権者より

許諾を得ていることをご確認ください。

●応募内容が事業趣旨を逸脱すると事務局が判断した場合は応募内容を削除します。

●応募内容に事実と異なる内容が含まれていると事務局が判断した場合は選考外とします。

●応募された食体験は、本事業に関係する旅行会社等に情報提供させていただく場合があります。

７

５

➢ 選考基準

１）「食×〇〇」と説明できるような食と何かが絡んだ体験であるか。

２）訪日観光客にとって魅力的な体験事例か。

３）日本の食の魅力が十分に伝わる取組であるか。

４）体験事例を通じて地域産品の消費（輸出）につながる取組であるか。

５）輸出につながる食品・食材を利用した取組であるか。

６）ターゲット国を明確にしているか。

７）持続的な訪問実績が見込める取組であるか。

➢ 選考方法

応募のあった食体験から販売実績の有無及び上記の選考基準により選考します。選考に当
たり、本プロジェクト事務局による1次審査を通過された方には審査委員による2次審査
があります。1次審査を通過された方には本プロジェクト事務局から御連絡いたします。

選考基準と選考方法

本プロジェクト公式サイトにある「専用応募フォーム」から、必要事項を添付及び入
力して応募してください。（公式サイトURL：https://www.eatmeetjapan.jp）

●食体験の写真又は動画（1分以内）

●表題（20文字以内）と体験内容の説明(50文字～200文字以内）

●体験又は食品の販売実績の有無や今後の販売意向等について

●会社名又は団体名、担当者名、住所、電話番号、メールアドレス

●その他審査に必要な事項

（現在の営業状況、外国人の受け入れ経験の有無、多言語化の状況等）

主催・お問合せ先

主催：農林水産省
お問合せ先：食かけるプロジェクト事務局

E－Mail：info@eat-meet-japan.jp TEL：0570-04-3001
（開局時間：平日/10:00～18:00）
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募集内容

●食かけるプライズ2022 応募告知ポスター
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WEBサイト

●食かけるプライズ応募 TOPページ

●エントリー一覧 （エントリー件数：101）

募集内容
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食かける大賞・食かける賞 候補 【応募数：75件】

応募結果

整理番号
エントリー

番号
団体名/企業名 エントリー表題

1 1 株式会社石井味噌 信州三年味噌の御膳と杉桶並ぶ味噌蔵探検

2 2 ゲイト 自分で漁して獲った魚でつくるペットフード

3 4 食品さんぷる畑 食品サンプル体験

4 5 大和サンプル製作所 食べらせません!食品サンプル製作体験

5 6 株式会社和多屋別荘 【RiceTourism】おにぎり神谷

6 8 OSADA Seicha Co.,Ltd 日本茶製造の秘密発見ツアー

7 9 秋田内陸線旅行センター 秋田内陸線がつなぐ地域の食文化

8 11 Sakura Cook 練り切り和菓子と抹茶を作る体験

9 13 笛木醤油株式会社 老舗醤油蔵での伝統醸造の学び体験

10 14 有限会社さんぷる工房 「美味しそう」の瞬間がここに・・・

11 15 株式会社 白壁荘 景観美と世界農業遺産わさびを満喫する旅

12 16 インターティアラ・お料理サロン 訪日外国人に料理を教えます

13 17 道の駅 一乗谷あさくら水の駅 ほたる de カジュアルフレンチ

14 18 オールスター大阪ウォーク ほろ酔い大阪ツアー 食✕人との出会い

15 20 オールスター大阪ウォーク コテコテ大阪食体験

16 21 西尾茶協同組合 西尾の抹茶×ヨガ究極のリラックスを求め

17 22 有限会社晴海屋 浮かぶ料亭屋形船で日本文化を満喫

18 23 株式会社Avenir 見るだけの市場から日本の食文化を体験する

19 24 （宗）覚林坊 600年の寺に泊まって丸ごと日本体験

20 25 同会社茶道体験古都 茶道体験と和食体験

21 26 會津屋 江戸時代の旅籠での竈体験と関宿散策

22 27 歴史公園えさし藤原の郷 平安時代食

23 28 有限会社萬瓢（マンピョウ） 発酵調味料を使った一汁三菜作り体験

24 29 Tokyo Cooking Studio 渋谷のキッチンから世界のキッチンへ発信！

25 31 南三陸ワイナリー株式会社 震災を知り、復興を感じる"食×復興"体験

26 34 Wagashi School MW かわいい創作和菓子作り

27 35 True Japan Tour 株式会社 Breakfast in Tsukiji

28 37 コンペイトウ王国（大阪糖菓株式会社） 密を避けて、蜜をかけて、金平糖を作ろっ♡

29 38 マイパル株式会社 デザイン x 食

30 39 サケ・ラバーズ株式会社 発酵文化 x 食

31 40 嶋田味・噌麹醸造元 無添加で、おいしい「手前味噌」づくり

32 41 マイパル株式会社 骨董 x 食

33 42 マイパル株式会社 食 x 茶摘み

34 43 株式会社クリエイティブリゾート 山梨郷土料理粉から作るほうとう手打ち体験

35 44 株式会社おおすみ観光未来会議 KOKORO-THE-CITYを楽しもう

36 45 株式会社おおすみ観光未来会議 おおすみの醤油と地魚のお寿司と

37 46 天草酒造 世界遺産の天草散策と、地酒の酒蔵訪問

38 47 マルカワみそ株式会社 食×味噌作り×健康【味噌は医者いらず

39 50 株式会社ヒストリーデザイン Historical Wellbeing

40 52 一般社団法人 日本食育HEDカレッジ 日本初！お城でみそ玉作り体験

41 54 truejapan@ijcee.com Lunch at Tsukiji

42 55 truejapan@ijcee.com 築地市場と寿司づくり体験

43 56 truejapan@ijcee.com 外国語による寿司づくり体験

44 59 truejapan@ijcee.com 茶道をとおして、禅の心を学ぶ

45 60 truejapan@ijcee.com 精進料理体験

46 61 一般社団法人志摩市観光協会 食×SDGs×海女

47 63 株式会社 佐知'sPocket お寺で織物と触れながら和会食と手作り体験

48 65 シーライン東京 欧風カレーとサスティナブルな国産牛

49 66 Niyodo Adventure 水質日本一の仁淀川で身も心も満たされる

50 67 一般社団法人My Japan 食×広島の伝統を紡ぎ、地域を繋ぐ朝の旅

51 68 着物茶道体験 MAIKOYA KYOTO 京都の舞妓さんと抹茶お手前体験

52 69 着物茶道体験 MAIKOYA KYOTO 自分の作った和菓子で町家茶道体験

53 70 鹿児島堀口製茶有限会社 茶摘み×茶音の蔵×ほうじ茶体験

54 73 The Hidden Japan合同会社 Sea to Table in 山形

55 74 深川芸者 深川芸者

56 75 株式会社オルタナティブファーム宮古 サトウキビ×畑から食卓まで！リアル体験

57 76 一般社団法人エコロジック 富士山グランピング＆エコツアー

58 79 香福屋 白川郷の雪で熟成したコーヒー体験

59 81 株式会社三本松茶屋 天空のいちご狩りツアー

60 82 琉球料理と琉球舞踊「四つ竹」 琉球料理×琉球舞踊

61 83 寿司大学ロール巻子 作って楽しい！飾り巻き寿司体験

62 84 Smart VEGAN LAB 地球と体にやさしい和食ヴィーガン料理体験

63 85 株式会社hirondelle 天空茶園のお茶を活用したティーツーリズム

64 86 京都わび茶会 京都に伝わる祓えの行事食

65 87 旅ノ舎 自身で摘んだ茶葉を使った茶葉料理をご堪能

66 88 やんばる日和 沖縄のサトウキビ農家さんと過ごす出逢い旅

67 89 Osaka Kitchen 大阪城で知るSamuraifoodの魅力

68 92 ユカズジャパニーズクッキング 日本人家庭で英語で学ぶ外国人向け料理教室

69 93 株式会社オルタナティブファーム宮古 サトウキビ×産地から世界へ！リモート体験

70 94 手作り体験工房ゆんたく 石垣島のぬちぐすいラー油

71 95 株式会社くまもとＤＭＣ Premium Table

72 96 株式会社オルタナティブファーム宮古 サトウキビ×農家が世界へ！出前体験

73 97 株式会社エイチアイディー・インターアクテ 日本食×日本酒×伝統芸能

74 98 株式会社葵製茶 抹茶工場見学と抹茶点て体験

75 99 株式会社玉寿司 外国人寿司にぎり体験
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ネクストブレイク賞 候補 【応募数：26件】

整理番号
エントリー

番号
団体名/企業名 エントリー表題

1 3 日本正月協会® テーブルトークで民俗学

2 7 国際両備フェリー株式会社オーキドホテル 小豆島素麺 伝統と創造のマリアージュ

3 10 白井屋株式会社 群馬の食を楽しみ、アートと建築を巡る旅

4 12 里椿会 食と循環

5 19 一般社団法人八幡浜市ふるさと観光公社 みかん農家 × リアルな暮らし × マーマレード

6 30 飛騨高山餃子総本山 食かける世界にひとつだけの餃子を作ろう！

7 32 一般社団法人京すずめ文化観光研究所 食×竈巡りと老舗の味

8 33 一般社団法人京すずめ文化観光研究所 食×スローフードが未来の保存食・あられ

9 36 株式会社平和堂 発酵を極める旅～味噌醤油から鮒寿司まで～

10 48 Expedition Japan Eat to the Beat

11 49 株式会社おおすみ観光未来会議 日本一！おおすみカンパチ食べ比べ

12 51 Jヴィレッジ 常磐もの J‐SABAバーガーで健康

13 53 株式会社こはく 金沢の豊かな暮らしを巡る

14 57 truejapan@ijcee.com 日本酒7種飲み比べと厳選7つの料理体験

15 58 truejapan@ijcee.com 和菓子づくりと日本茶3種飲み比べ体験

16 62 truejapan@ijcee.com 日本茶7種飲み比べ体験

17 64 料亭 明月楼 日本料理×古民家×茶の湯×器

18 71 Hidden Japan Travel 郷土料理 X 地元の人達

19 72 Hidden Japan Travel 地元素材！そば作り体験と渓谷散歩

20 77 海士物産 離島で感じる暮らしと発酵

21 78 オウデム株式会社 アンテナショップ発！食×伝統工芸体験

22 80 DEGAM鶴岡ツーリズムビューロー 【食×北前船】鶴岡を彩る雛菓子

23 90 wamotenashi 食×文化

24 91 Osaka Kitchen 食×木桶 日本の伝統と歴史を体感する

25 100 そばハウス安曇野 そば打ち体験×宿泊

26 101 有限会社加藤商店 伝統的板糀製法、天然醸造みその手作り体験

応募結果



推進委員会
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推進委員会

【開催概要】
名称：令和4年度「食かけるプロジェクト」推進委員会
日時：令和４年9月６日（火）13時00分～15時00分
場所：パレスホテル東京 19階 ボードルーム

【開催内容】
1.開 会
2.挨 拶
3.議 事
（１）「食かけるプライズ」審査委員会
  ①応募経緯報告
②二次審査報告
③賞の選定について（協議）

（２）今後の取組について
①磨き上げについて
②新たなプロジェクトの実施について

（３）食かけるプライズ２０２２表彰式・交流会の開催時期について
４．閉 会

【配布資料】
議事次第・出席者名簿
資料１ 食かけるプライズ2022審査経緯
資料２ 二次審査集計
資料３ 磨き上げ
資料４ 食体験「商品」磨き上げプロジェクト
別冊  エントリーシート・ヒアリングシート

令和4年度「食かけるプロジェクト」推進委員会
（2022年9月6日開催）
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推進委員会

出席者名簿

［敬称略］

大羽 昭仁  株式会社未来づくりカンパニー 代表取締役

楠本 修二郎 カフェ・カンパニー株式会社 代表取締役社長

小西 利行  株式会社ＰＯＯＬ 代表取締役

田中 里沙  事業構想大学院大学 学長

西川 太郎 株式会社ＪＴＢ霞が関事業部 地域交流事業推進担当部長

伏谷 博之  タイムアウト東京代表 ORIGINAL Inc.代表取締役

牧野 友衛 Activision Blizzard Japan株式会社 代表

内田 冨美夫 株式会社 RE＆S Japan 代表取締役

千葉 大貴 有限会社マイティー千葉重 代表取締役

観光庁観光地域振興部観光資源課 課長補佐
鈴木 一寛

農林水産省大臣官房 審議官 （兼輸出・国際局、新事業・食品産業）
安楽岡 武

農林水産省大臣官房 新事業・食品産業部 外食・食文化課
食文化室長 永濵 享

（欠席：オブザーバー）
日本貿易振興機構（ジェトロ） 農林水産・食品部 農林水産・食品課長
井上 徹哉
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●当日配布資料

●当日の様子

推進委員会
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推進委員会

【開催概要】
名称：令和4年度「食かけるプロジェクト」推進委員会
日時：令和５年３月２日（木）09時30分～11時30分
場所：霞が関ビルディング Conference Field 01

【開催内容】
1.開 会
2.挨 拶
3.議 事
（１）磨き上げ・動画作成の進捗状況（資料１）
（２）情報発信（資料２－①、２－②）
（３）訪日体験が生む輸出の好機「越境EC」（資料３）
（４）来年度取組方針（資料４）
４．閉 会

令和4年度「食かけるプロジェクト」推進委員会
（2023年3月2日開催）

【出席者名簿】
［敬称略］

大羽 昭仁   株式会社未来づくりカンパニー 代表取締役
楠本 修二郎  カフェ・カンパニー株式会社 代表取締役社長
小西 利行   株式会社ＰＯＯＬ 代表取締役
田中 里沙   事業構想大学院大学 学長
西川 太郎     株式会社ＪＴＢ霞が関事業部 地域交流事業推進担当部長
牧野 友衛     一般社団法人メタ観光推進機構 代表理事
                      日本政府観光局（JNTO）デジタル戦略アドバイザー
内田 冨美夫  株式会社 RE＆S Japan  代表取締役
千葉 大貴       有限会社マイティー千葉重 代表取締役
井上 徹哉       日本貿易振興機構（ジェトロ）農林水産・食品部農林水産・食品課長

農林水産省大臣官房 審議官 （兼輸出・国際局、新事業・食品産業）
安楽岡 武

農林水産省大臣官房 新事業・食品産業部 外食・食文化課
食文化室長 永濵 享
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●当日配布資料

●当日の様子

推進委員会
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●概略（1/2）

安楽岡審議官

・世界的な食糧自給環境が大きく変わってきているところで、食料農業・農村基本法を
20年ぶりに見直す。日本の食の食糧安全基盤をどう維持していくか。基盤というのは結
局農地と人材、これをしっかり維持・強化していくことが大事。特に輸出とインバウンド、こ
の両輪。
・2021年に輸出額が1兆円を超えた。2025年に2兆円、2030年には5兆円という目
標に達する為には、更に視点を変えながら取組む必要がある。
・インバウンドと食かけると輸出を結び付けるひとつの取り組みとして、「食品」「モノ」に着
目した取り組みもこれから続けたい。

大羽委員

【磨き上げの所感】
・景観美と世界農業遺産わさびを満喫する旅：山と海があるという環境を上手くミックス
させれば、更に面白い展開も可能。
・自分で漁して獲った魚でつくるペットフード：紀州犬とのふれあい体験の導入を提案
・発酵を極める旅～味噌醤油から鮒寿司まで～：英語を話せる人材の育成が課題
・みかん農家×リアルな暮らし×マーマレード：実施可能時期が非常に短く、またその時
期は多忙な為観光客対応が難しそうなのが懸念

千葉委員
【磨き上げの所感】
・震災を知り、復興を感じる“食×復興”体験：ワインの生産量を上げる必要がある。

西川委員

【磨き上げの所感】
・地球と体にやさしい和食ヴィーガン料理体験：マンパワー不足が課題。冷凍の味噌
ボール等物販にも力を入れて、経営を安定させ、集客の増加やマンパワー不足解消に
繋げる。
・信州三年味噌の御膳と杉桶並ぶ味噌蔵探検：英語を話せる人材育成が課題。

西川委員

・少額貨物を中心として、輸出額が伸びている。
・輸出額が多い国は、中国、アメリカが圧倒的。他アジア国も軒並み上位。
・ダイレクトコンシューマーという形で、現地消費者に刺さっていくと、BtoBの輸出拡大にも
繋がっていくという大きな好循環が生まれる。
・コロナ後で変容した市場において、消費者目線を忘れてはいけない。
・食体験そのものを付加価値にする。
・常温で個人輸入が可能で60サイズに収まるような利便性の高い品がBtoCの近道。

永濵室長
・商品の輸出向けプロジェクトについての説明。越境ECで販売できるような地域の食産
品を掘り起こしていく。特に、ご当地の食べもの×飲みものの掛け合わせがなどが望ましい。
その磨き上げとして委員の皆様のお力をお借りしたい。

小西委員

・今後越境ECに取り組んでいく中で、写真の撮り方がポイントになる。既存の撮り方では
なく、食体験のスタンスだったり、器にこだわるというところが大切。その為、フードディレク
ターやアートディレクターを入れるのも良い。
・インフルエンサーのやりたいスタイル・フォーマットでの情報発信が望ましい。TikTokの使
用も検討してみては。
・今後、越境ECに力を入れるのは賛成。

西川委員
・欧米は、EMS・DHLを使った個人輸入が多い。一方、アジアは冷凍がまだまだこれから。
それだけに伸びしろが有る。

楠本委員

・現状1兆円の輸出額、これを5兆円に伸ばすには何が必要なのか考えたい。あまりこち
らから仕掛けすぎている感は出さずに、観光客が自ら発見したといった感覚になってもらう
ことも大切。日本に来てインスパイアを受けて、その感覚を自国に持って帰ってもらう、引
き潮と満ち潮の関係が大切。

推進委員会
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●概略（2/2）

大羽委員
・日本の人口減少に伴う、作り手の減少も深刻な問題。作り手がいなくなれば、輸出額
を伸ばすことも難しい。

楠本委員
・担い手が急激に減るこの5年が勝負。ここで一気に仕掛ける必要がある。
食料自給率100%を目指す。人口は減少するが、そこで今の食料自給率を維持でき
れば、100%も夢物語ではない。

安楽岡審議官
・若者が作り手になってもらう必要がある。その為には、面白そう・儲かりそうと思ってもらう
事が大事。その為にも、やはり輸出は重要なファクター。
・学校や若者を取り込んで、SNS等で情報発信していく事が大切。

大羽委員
・ちゃんと儲けている農家だと、後継者は簡単に見つかる。商売として成り立っていること
は大切。

小西委員
・地方に根ざしたクリエイターであれば金額勝負だけではなく、プロジェクトに参加してもら
える可能性がある。今後、越境ECに力を入れていくにあたり、クリエイターに参加してもら
うことは大切。

西川委員
・バイヤーの言いなりの価格設定になっていることが多い。それでは収益は上がっていかな
い。今後は商品に付加価値を生み出し、収益を上げて行けば、輸出額5兆円も見えて
くるのではないか。

牧野委員

お金が儲かるところに人が集まる。その儲け方のひとつとして、食かけるプロジェクトや輸出
プロジェクトがある。
・TikTokは非常に勢いのあるメディア。活用を検討するべき。
・受賞した商品が、どの国でどれくらい売れたのか等のデータが見たい。
・受賞事例を見せることで、そのコンテンツを増やしていくのが食かけるプロジェクトの役割。
・越境ECと一括りにしても、国によって売り方を変え工夫が必要なのでは？

内田委員
・食かけるプロジェクトはブラッシュアップされてきて、魅力的なコンテンツ。
・インフルエンサーについては、海外現地の方を起用するのもひとつの手。

千葉委員

・認知度の低いものを通販で売るとなると、手はふたつ。①第三者の評価が高い物、②
認知度の高い物と組み合わせる、そのどちらか。海外の人は、どら焼きを見ると、「ドラえ
もん」を連想して、そこでブーストする。アニメと組み合わせるのは効果的。
・食のプロデューサーの方々に情報発信にご協力頂くのも良い。

井上委員

・韓国の食料自給率は伸びている。コンテンツの輸出が伸びると、食料自給率も伸びる
ということ。
・海外で物を売る時に、“お墨付き”であることが大切。売りやすさが各段に上がる。
・越境ECは商品の移り変わりも激しい。一度売れたからといって、次も売れるとは限らな
い。

田中委員

・キーワードはクリエイティビティ。
・TikTokは是非検討すべき。
・地域ありきだけではなく、色々な人が協力して、日本の総合力が活かされる開発が出
来れば良い。

西川委員

・掛け合わせは難しい。メーカーとメーカー、そしてそれを輸出する企業をマッチングさせな
ければならない。その際のリスクは誰が取るのかという点は明確にしなければならない。そ
こがクリアになれば、より多数の人が関わる事業になれると思う。
・輸出に関して相談できる窓口が必要。

田中委員 次なる展開が見えてきた。課題もたくさん。早く取り組む必要がある。

推進委員会
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食かけるプライズ 審査要領

① 【１次審査】 7月2１日 ~ 7月28日 ※採点結果を7月28日にメールで返送

●審査員
農林水産省 ・日本貿易振興機構（ジェトロ）・ JTB ・事務局

●選定件数
・食かける大賞 / 食かける賞 40件 ・ネクストブレイク賞 10件 計 50件

●審査方法
事務局にてエントリー作品をファイリングし、各審査員に送付。

各審査員が担当する審査項目（裏面参照）について採点し、事務局へ返送。

事務局にて点数を集計し、点数上位を一次審査通過作品として選出。

② 【２次審査】 8月9日 ~ 8月18日

●審査員
食かけるプロジェクト検討会委員9名

(大羽様・楠本様・小西様・田中様・西川様・伏谷様・牧野様・内田様・千葉様)

●審査方法
１次審査通過50件を各審査員に書面にて送付（WEB画面でも確認可能）

審査項目（裏面参照）に基づき採点し、事務局へ返送。

③ 【最終審査 会議】 9月6日(火) 13:00～15:00 ※会場：パレスホテル東京

●審査員
食かけるプロジェクト検討会委員9名 (大羽様・楠本様・小西様・田中様・西川様・伏谷様・牧野様・内田様・千葉様)

※オブザーバーの日本貿易振興機構（ジェトロ）は欠席

●選定件数
・食かける大賞 1件 ・食かける賞 7件 ・ネクストブレイク賞 2件 計 10件

●審査方法
「エントリーシート」 「2次審査の採点結果シート」 「１次審査通過者のヒアリングシート」 の３点をもとに委員会にて審査。

2次審査の点数上位作品を中心に、受賞作品を選定。

9月中 結果公表

１次審査 50件選出

事務局にて採点結果とコメントを集計

１次審査を当選した方にヒアリングシートを配信（8月4日）

※提出期限は8月18日

ヒアリングシート配信・集約

1 審査フロー

回収次第順次、農林水産省に事前送付

事務局にてヒアリングシートを集約

ネガティブチェックを実施

ヒアリングシート記載情報に従い、以下の通りに1次審査
通過件数を修正

●選定件数
・食かける大賞 / 食かける賞 37件

・ネクストブレイク賞             13件   計 50件
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審査項目

下記の審査項目ごとに採点。
1次審査においては、複数の審査担当が審査項目を分けて、採点を行う。

■1次審査における審査項目

【ネクストブレイク賞 】

【 食かける大賞 ・ 食かける賞 】

なお、1次審査実施前に、あらかじめ下記の項目に沿って基礎点を付与する。
基礎点の採点については事務局が行う。

1 英語での対応可否 点数

可 2

現在不可⇒今後対応する予定あり 1

不可 0

2 どのくらいの頻度で食体験の実施が可能ですか 点数

毎日 2

週に1回 2

月に１．２回程度 1

季節限定または年に数回 0

3 外国人体験者を受入れた経験はありますか 点数

多数経験あり 1

経験あり 1

ない 0

審査項目 審査担当 大変良い 良い 普通
あまり

良くない
良くない

1 「食×〇〇」と説明できるような食と何かが絡んだ体験であるか 農林水産省 7 5 4 2 1

2 訪日観光客にとって魅力的な体験事例か 農林水産省 7 5 4 2 1

3 日本の食の魅力が十分に伝わる取組であるか 農林水産省 7 5 4 2 1

審査項目 審査担当 ○ △ ×

4 体験事例を通じて地域産品の消費（輸出）につながる取組であるか ジェトロ 7 - 4 - 1

5 輸出につながる食品・食材を利用した取組であるか 事務局 7 - 4 - 1

6 ターゲット国を明確にしているか 事務局 5 - 3 - 1

7 持続的な訪問実績が見込める取組であるか JTB 5 - 3 - 1

審査項目 審査担当 大変良い 良い 普通
あまり

良くない
良くない

1 「食×〇〇」と説明できるような食と何かが絡んだ体験であるか 農林水産省 7 5 4 2 1

2 訪日観光客にとって魅力的な体験事例か 農林水産省 7 5 4 2 1

3 日本の食の魅力が十分に伝わる取組であるか 農林水産省 7 5 4 2 1

審査項目 審査担当 ○ △ ×

4 体験事例を通じて地域産品の消費（輸出）につながる取組であるか ジェトロ 7 - 4 - 1

5 輸出につながる食品・食材を利用した取組であるか 事務局 7 - 4 - 1

6 ターゲット国を明確にしているか 事務局 5 - 3 - 1

7 実現可能な（商品化できる）体験事例か JTB 5 - 3 - 1

食かけるプライズ 審査要領
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食かけるプライズ 1次審査

整理番号
エント
リー
番号

団体名/企業名 エントリー表題

基礎点 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

合計

【コメント】
・青字：ジェトロ様ご記載

・赤字：輸出商材となり得る可能性あ
り

・黒字：事務局記載

英語での対
応可否

どのくらいの頻
度で食体験

の
実施が可能

か

外国人体験
者を受入れた
経験はあるか

合計点

「食×〇〇」
と説明できる
ような食と何
かが絡んだ
体験である

か

訪日観光
客にとって魅
力的な体験

事例か

日本の食の
魅力が十分
に伝わる取
組であるか

体験事例を
通じて地域
産品の消費
（輸出）に
つながる取
組であるか

輸出につな
がる食品・

食材を利用
した取組で
あるか。

ターゲット国
を明確にし
ているか

（体験事
例とマッチし
たターゲット
国の場合、
高評価）

持続的な訪
問実績が見
込める取組

であるか

（採点担
当：農林
水産省）

（採点担
当：農林
水産省）

（採点担
当：農林
水産省）

（採点担
当：ジェト

ロ）

（採点担
当：事務

局）

（採点担
当：事務

局）

（採点担
当：JTB）

1 1 株式会社石井味噌
信州三年味噌の御膳
と杉桶並ぶ味噌蔵探
検

2 2 1 5 5 7 7 7 7 5 5 48 
小規模ながら具体的商品あり。体験と
の相乗効果に期待。

2 8
OSADA Seicha 
Co.,Ltd

日本茶製造の秘密発
見ツアー

2 2 1 5 5 5 5 7 7 5 5 44 
具体的商品あり。体験との相乗効果
に期待。

3 70
鹿児島堀口製茶有限
会社

茶摘み×茶音の蔵×ほ
うじ茶体験

2 2 1 5 7 5 5 7 7 3 5 44 
具体的商品あり。体験との相乗効果
に期待。

4 31
南三陸ワイナリー株式
会社

震災を知り、復興を感
じる"食×復興"体験

1 2 1 4 7 5 5 7 7 3 5 43 
具体的商品あり。体験との相乗効果
に期待。

5 15 株式会社 白壁荘
景観美と世界農業遺
産わさびを満喫する旅

2 2 1 5 5 7 7 4 4 3 5 40 
体験を通じ、伊豆のわさびへの興味、
関心の高まりに期待。

6 47 マルカワみそ株式会社
食×味噌作り×健康
【味噌は医者いらず

2 1 1 4 4 5 5 7 7 3 5 40 
具体的商品あり。体験との相乗効果
に期待。

7 45
株式会社おおすみ観
光未来会議

おおすみの醤油と地魚
のお寿司と

2 2 1 5 7 5 5 4 7 1 5 39 
体験を通じ、地域の醤油への興味・関
心の高まりに期待。

8 40 嶋田味・噌麹醸造元
無添加で、おいしい
「手前味噌」づくり

1 1 0 2 4 5 5 7 7 3 5 38 
具体的商品あり。体験との相乗効果
に期待。

9 98 株式会社葵製茶
抹茶工場見学と抹茶
点て体験

2 2 1 5 4 4 5 7 7 1 5 38 
具体的商品あり。体験との相乗効果
に期待。

10 21 西尾茶協同組合
西尾の抹茶×ヨガ究極
のリラックスを求め

1 0 0 1 7 7 5 4 7 3 3 37 
ヨガと抹茶の関係不明。茶組合の取
組として、体験との相乗効果に期待。

11 37
コンペイトウ王国（大
阪糖菓株式会社）

密を避けて、蜜をかけ
て、金平糖を作ろっ♡

2 2 1 5 4 5 4 4 7 5 3 37 
体験を通じ、金平糖への興味・関心の
高まりに期待。

12 75
株式会社オルタナティ
ブファーム宮古

サトウキビ×畑から食卓
まで！リアル体験

2 2 1 5 5 7 5 4 4 1 5 36 
黒糖。体験を通じ、地元黒糖への興
味・関心の高まりに期待。

13 6 株式会社和多屋別荘
【RiceTourism】おに
ぎり神谷

1 1 0 2 4 5 5 4 7 3 5 35 
体験を通じ、佐賀のコメへの興味・関
心の高まりに期待。

14 25 同会社茶道体験古都茶道体験と和食体験 2 2 1 5 4 4 5 4 7 3 3 35 
体験を通じ、京都の食材への興味・関
心の高まりに期待。

15 46 天草酒造
世界遺産の天草散策
と、地酒の酒蔵訪問

1 1 1 3 4 5 4 4 7 3 5 35 
体験を通じ、天草の地元酒への興味・
関心の高まりに期待。

16 67
一般社団法人My 
Japan

食×広島の伝統を紡
ぎ、地域を繋ぐ朝の旅

2 2 1 5 7 5 5 1 4 3 5 35 
輸出を念頭におく食材が不明。観光の
要素が主。輸出等への期待は低い。

17 44
株式会社おおすみ観
光未来会議

KOKORO-THE-
CITYを楽しもう

2 2 1 5 4 5 4 1 7 3 5 34 
輸出を念頭におく食材が不明。観光の
要素が主。輸出等への期待は低い。

18 11 Sakura Cook
練り切り和菓子と抹茶
を作る体験

2 2 1 5 4 4 4 1 7 5 3 33 
輸出を念頭におく食材が不明。体験が
主であり、輸出等への期待は低い。

19 39
サケ・ラバーズ株式会
社

発酵文化 x 食 2 2 1 5 4 4 5 4 7 1 3 33 
体験を通じ、日本酒への興味・関心の
高まりに期待。

20 42 マイパル株式会社 食 x 茶摘み 2 2 1 5 4 5 4 4 7 1 3 33 
体験を通じ、日本茶への興味・関心の
高まりに期待。

21 84 Smart VEGAN LAB
地球と体にやさしい和
食ヴィーガン料理体験

2 2 1 5 4 4 4 1 7 5 3 33 
輸出を念頭におく食材が不明。料理
教室の要素が主。輸出等への期待は
低い。

22 99 株式会社玉寿司
外国人寿司にぎり体
験

0 2 1 3 4 4 4 4 7 3 3 32 
輸出を念頭におく食材が不明。お店の
カウンターで握る体験との相乗効果に
期待。

23 2 ゲイト
自分で漁して獲った魚
でつくるペットフード

2 2 1 5 5 5 5 1 4 3 3 31 （事務局）ペットフード？

24 24 （宗）覚林坊
600年の寺に泊まって
丸ごと日本体験

2 2 1 5 7 5 5 1 1 1 5 30 
輸出品目”なし”を選択：「大豆・納
豆」は輸出商材となる可能性がある

25 38 マイパル株式会社 デザイン x 食 2 2 1 5 4 5 4 1 7 1 3 30 
輸出を念頭におく食材が不明。料理
教室の要素が主。輸出等への期待は
低い。

26 41 マイパル株式会社 骨董 x 食 2 2 1 5 4 5 4 1 7 1 3 30 
輸出を念頭におく食材が不明。体験の
要素が主。輸出等への期待は低い。

27 13 笛木醤油株式会社
老舗醤油蔵での伝統
醸造の学び体験

1 1 1 3 5 5 5 4 1 1 5 29 

輸出品目”なし”を選択：「醤油」は輸
出商材となる可能性がある
醤油の魅力を引き出す生産者の取り
組みとして、体験との相乗効果に期待。

28 34
Wagashi School 
MW

かわいい創作和菓子
作り

2 2 1 5 4 5 4 1 4 3 3 29 
輸出を念頭におく食材が不明。料理
教室の要素が主。輸出等への期待は
低い。

29 43
株式会社クリエイティブ
リゾート

山梨郷土料理粉から
作るほうとう手打ち体
験

2 2 1 5 4 4 5 1 4 1 5 29 
輸出を念頭におく食材が不明。ほうとう
作りの体験の要素が主。輸出等への
期待は低い。

30 93
株式会社オルタナティ
ブファーム宮古

サトウキビ×産地から世
界へ！リモート体験

2 2 1 5 4 4 4 4 4 1 3 29 
体験を通じ、黒糖への興味・関心の高
まりに期待。オンラインの効果は未知数。

31 18
オールスター大阪ウォー
ク

ほろ酔い大阪ツアー 食
✕人との出会い

2 2 1 5 4 4 4 1 4 3 3 28 
輸出を念頭におく食材が不明。食べ歩
きツアー。輸出等への期待は低い。

32 65 シーライン東京
欧風カレーとサスティナ
ブルな国産牛

2 2 1 5 4 4 4 1 4 1 5 28 

輸出品目”なし”を選択：「レトルトパッ
ク」は輸出商材となる可能性がある
カレーを食べるツアー。クルージング体
験が主。輸出等への期待は低い。

33 61
一般社団法人志摩市
観光協会

食×SDGs×海女 2 2 1 5 4 5 4 4 1 1 3 27 
体験を通じ、地元水産品への興味・
関心の高まりに期待。SDGs視点。

34 76
一般社団法人エコロ
ジック

富士山グランピング＆
エコツアー

2 2 1 5 5 5 4 1 1 1 5 27 

35 87 旅ノ舎
自身で摘んだ茶葉を
使った茶葉料理をご堪
能

2 2 1 5 4 5 4 4 1 1 3 27 

輸出品目”なし”を選択：「茶葉」は輸
出商材となる可能性がある
体験を通じ、（独自の農法による？）
地元のお茶への興味・関心の高まりに
期待。

36 22 有限会社晴海屋
浮かぶ料亭屋形船で
日本文化を満喫

2 2 1 5 4 4 5 1 1 1 5 26 

37 29
Tokyo Cooking 
Studio

渋谷のキッチンから世
界のキッチンへ発信！

2 2 1 5 4 4 4 1 4 1 3 26 
輸出を念頭におく食材が不明。料理
教室の要素が主。輸出等への期待は
低い。

■1次審査 採点集計一覧（食かける大賞・食かける賞（１/2））
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食かけるプライズ 1次審査

整理番号
エント
リー
番号

団体名/企業名 エントリー表題

基礎点 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

合計

【コメント】
・青字：ジェトロ様ご記載

・赤字：輸出商材となり得る可能性
あり

・黒字：事務局記載

英語での対
応可否

どのくらいの頻
度で食体験

の
実施が可能

か

外国人体験
者を受入れ

た
経験はあるか

合計点

「食×〇〇」
と説明でき
るような食と
何かが絡ん
だ体験であ

るか

訪日観光
客にとって魅
力的な体験

事例か

日本の食の
魅力が十分
に伝わる取
組であるか

体験事例を
通じて地域
産品の消費
（輸出）に
つながる取
組であるか

輸出につな
がる食品・
食材を利用
した取組で
あるか。

ターゲット国
を明確にし
ているか

（体験事
例とマッチし
たターゲット
国の場合、
高評価）

持続的な訪
問実績が見
込める取組

であるか

（採点担
当：農林
水産省）

（採点担
当：農林
水産省）

（採点担
当：農林
水産省）

（採点担
当：ジェト

ロ）

（採点担
当：事務

局）

（採点担
当：事務

局）

（採点担
当：JTB）

38 63
株式会社 佐知
'sPocket

お寺で織物と触れなが
ら和会食と手作り体験

1 1 1 3 4 4 4 1 4 1 5 26 
輸出を念頭におく食材が不明。観光
の要素が主。輸出等への期待は低い。

39 94
手作り体験工房ゆん
たく

石垣島のぬちぐすい
ラー油

2 2 1 5 4 4 2 1 4 3 3 26 
体験の具体的内容が不明。物販的
な要素が主？輸出等への期待は低
い。

40 96
株式会社オルタナティ
ブファーム宮古

サトウキビ×農家が世
界へ！出前体験

2 2 1 5 4 4 4 1 4 1 3 26 
同社より類似プロジェクトが複数登録
されている。体験の要素不明。

41 79 香福屋
白川郷の雪で熟成し
たコーヒー体験

1 0 0 1 4 4 2 4 4 3 3 25 
日本で付加価値を付けた商材への興
味・関心の高まりに期待。

42 82
琉球料理と琉球舞踊
「四つ竹」

琉球料理×琉球舞踊 2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 5 25 

43 89 Osaka Kitchen
大阪城で知る
Samuraifoodの魅
力

2 2 1 5 4 5 5 1 1 1 3 25 

44 97
株式会社エイチアイ
ディー・インターアクテ

日本食×日本酒×伝
統芸能

2 1 1 4 4 5 4 1 1 1 5 25 

45 9
秋田内陸線旅行セン
ター

秋田内陸線がつなぐ
地域の食文化

2 0 1 3 5 4 4 1 1 1 5 24 

46 28
有限会社萬瓢（マン
ピョウ）

発酵調味料を使った
一汁三菜作り体験

2 2 1 5 4 4 5 1 1 1 3 24 

47 68
着物茶道体験 
MAIKOYA KYOTO

京都の舞妓さんと抹
茶お手前体験

2 2 1 5 4 5 4 1 1 1 3 24 

48 85 株式会社hirondelle
天空茶園のお茶を活
用したティーツーリズム

1 1 0 2 4 5 4 4 1 1 3 24 

輸出品目”なし”を選択：「抹茶」は
輸出商材となる可能性がある
体験を通じ、地元の無農薬、無化学
肥料栽培の茶への興味・関心の高ま
りに期待。

49 95
株式会社くまもとＤＭ
Ｃ

Premium Table 2 1 1 4 4 4 4 1 1 1 5 24 

50 16
インターティアラ・お料
理サロン

訪日外国人に料理を
教えます

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

51 20
オールスター大阪ウォー
ク

コテコテ大阪食体験 2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

52 35
True Japan Tour 
株式会社

Breakfast in 
Tsukiji

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 
輸出を念頭におく食材が不明。食べ
歩きツアー。輸出等への期待は低い。

53 54
truejapan@ijcee.c
om

Lunch at Tsukiji 2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

54 55
truejapan@ijcee.c
om

築地市場と寿司づくり
体験

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

55 56
truejapan@ijcee.c
om

外国語による寿司づく
り体験

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

56 59
truejapan@ijcee.c
om

茶道をとおして、禅の
心を学ぶ

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

57 60
truejapan@ijcee.c
om

精進料理体験 2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

58 69
着物茶道体験 
MAIKOYA KYOTO

自分の作った和菓子
で町家茶道体験

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

59 73
The Hidden Japan
合同会社

Sea to Table in 山
形

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

60 86 京都わび茶会
京都に伝わる祓えの
行事食

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

61 88 やんばる日和
沖縄のサトウキビ農家
さんと過ごす出逢い旅

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

62 92
ユカズジャパニーズクッ
キング

日本人家庭で英語で
学ぶ外国人向け料理
教室

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

63 23 株式会社Avenir
見るだけの市場から日
本の食文化を体験す
る

1 2 1 4 4 4 4 1 1 1 3 22 

64 26 會津屋
江戸時代の旅籠での
竈体験と関宿散策

1 1 0 2 5 4 5 1 1 1 3 22 

65 27
歴史公園えさし藤原
の郷

平安時代食 1 2 1 4 4 4 4 1 1 1 3 22 

66 52
一般社団法人 日本
食育HEDカレッジ

日本初！お城でみそ
玉作り体験

1 0 1 2 4 5 5 1 1 1 3 22 
輸出品目”なし”を選択：「味噌・即
席みそ汁」は輸出商材となる可能性
がある

67 81
株式会社三本松茶
屋

天空のいちご狩りツ
アー

2 0 1 3 2 4 4 4 1 1 3 22 

輸出品目”なし”を選択：「いちご」は
輸出商材となる可能性がある
体験を通じ、地元のいちごへの興味・
関心の高まりに期待。

68 83 寿司大学ロール巻子
作って楽しい！飾り巻
き寿司体験

1 2 1 4 4 4 4 1 1 1 3 22 

69 66 Niyodo Adventure
水質日本一の仁淀川
で身も心も満たされる

2 2 1 5 2 4 2 1 1 1 5 21 

70 17
道の駅 一乗谷あさく
ら水の駅

ほたる de カジュアル
フレンチ

2 0 0 2 4 4 2 1 1 1 5 20 

71 50
株式会社ヒストリーデ
ザイン

Historical 
Wellbeing

1 0 1 2 4 4 4 1 1 1 3 20 

72 74 深川芸者 深川芸者 2 2 1 5 2 4 2 1 1 1 3 19 

73 4 食品さんぷる畑 食品サンプル体験 ー ー ー 0 ー ー ー 1 ー ー 1 2 
（事務局）食産品では無い為、採
点無し。

74 5 大和サンプル製作所
食べらせません!食品
サンプル製作体験

ー ー ー 0 ー ー ー 1 ー ー 1 2 
（事務局）食産品では無い為、採
点無し。

75 14
有限会社さんぷる工
房

「美味しそう」の瞬間が
ここに・・・

ー ー ー 0 ー ー ー 1 ー ー 1 2 
（事務局）食産品では無い為、採
点無し。

■1次審査 採点集計一覧（食かける大賞・食かける賞（１/2））
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■1次審査 採点集計一覧（ネクストブレイク賞）

整理
番号

エント
リー
番号

団体名/企業名 エントリー表題

基礎点 加点

総合
計点

【コメント】
・青字：ジェトロ様ご記載

・赤字：輸出商材となり得る可能性
あり

・黒字：事務局記載

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

英語での対
応可否

どのくらいの
頻度で食体

験の
実施が可能

か

外国人体
験者を受入

れた
経験はある

か

基礎点 合
計点

「食×〇
〇」と説明
できるよう
な食と何か
が絡んだ体
験であるか

訪日観光
客にとって
魅力的な
体験事例

か

日本の食
の魅力が
十分に伝
わる取組で

あるか

体験事例
を通じて地
域産品の
消費（輸
出）につな
がる取組で

あるか

輸出につな
がる食品・
食材を利

用した取組
であるか。

ターゲット
国を明確に
しているか
（体験事
例とマッチし
たターゲット
国の場合、
高評価）

実現可能
な（商品
化できる）
体験事例

か

（採点担
当：農林
水産省）

（採点担
当：農林
水産省）

（採点担
当：農林
水産省）

（採点担
当：ジェト

ロ）

（採点担
当：事務

局）

（採点担
当：事務

局）

（採点担
当：JTB）

1 77 海士物産
離島で感じる暮らしと
発酵

1 0 0 1 7 7 7 4 7 3 5 41 
体験を通じ、隠岐の味噌への興味・
関心の高まりに期待。

2 48 Expedition JapanEat to the Beat 2 2 1 5 7 7 7 1 4 3 5 39 
輸出を念頭におく食材が不明。体験
が主であり、輸出等への期待は低い。

3 101 有限会社加藤商店
伝統的板糀製法、
天然醸造みその手
作り体験

2 2 0 4 4 4 5 7 7 1 5 37 
具体的商品あり。体験との相乗効
果に期待。

4 7
国際両備フェリー株
式会社オーキドホテ
ル

小豆島素麺 伝統と
創造のマリアージュ

1 2 0 3 7 5 5 4 4 3 5 36 
体験を通じ、小豆島産品への興味・
関心の高まりに期待。

5 100 そばハウス安曇野 そば打ち体験×宿泊 2 2 0 4 7 5 5 1 4 3 5 34 
輸出を念頭におく食材が不明。料理
体験が主であり、輸出等への期待は
低い。

6 36 株式会社平和堂
発酵を極める旅～味
噌醤油から鮒寿司ま
で～

1 1 0 2 5 5 7 4 4 1 5 33 
体験を通じ、高島の発酵食材への
興味・関心の高まりに期待。

7 49
株式会社おおすみ
観光未来会議

日本一！おおすみカ
ンパチ食べ比べ

1 1 2 4 5 4 4 4 4 3 5 33 
体験を通じ、大隅の水産品への興
味・関心の高まりに期待。

8 64 料亭 明月楼
日本料理×古民家
×茶の湯×器

1 1 1 3 5 5 5 1 7 3 3 32 
輸出を念頭におく食材が不明。体験
が主であり、輸出等への期待は低い。

9 91 Osaka Kitchen
食×木桶 日本の伝
統と歴史を体感する

2 2 1 5 4 4 5 4 4 3 3 32 
体験を通じ、木桶で発酵させた味噌
や醤油への興味・関心の高まりに期
待。

10 51 Jヴィレッジ
常磐もの J‐SABA
バーガーで健康

1 2 1 4 5 5 5 1 1 1 5 27 

11 78 オウデム株式会社
アンテナショップ発！
食×伝統工芸体験

1 0 0 1 5 4 5 1 7 1 3 27 
輸出を念頭におく食材が不明。体験
が主であり、輸出等への期待は低い。

12 10 白井屋株式会社
群馬の食を楽しみ、
アートと建築を巡る
旅

2 2 1 5 4 4 2 1 4 1 5 26 
輸出を念頭におく食材が不明。観光
が主であり、輸出等への期待は低い。

13 80
DEGAM鶴岡ツーリ
ズムビューロー

【食×北前船】鶴岡
を彩る雛菓子

2 2 1 5 4 4 5 1 1 1 5 26 
輸出品目”なし”を選択：「お菓子」
は輸出商材となる可能性がある

14 32
一般社団法人京す
ずめ文化観光研究
所

食×竈巡りと老舗の
味

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 5 25 

15 53 株式会社こはく
金沢の豊かな暮らし
を巡る

2 1 1 4 5 4 4 1 1 1 5 25 

16 72
Hidden Japan 
Travel

地元素材！そば作り
体験と渓谷散歩

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 5 25 
輸出品目”なし”を選択：「そば」は
輸出商材となる可能性がある

17 19
一般社団法人八幡
浜市ふるさと観光公
社

みかん農家 × リア
ルな暮らし × マーマ
レード

0 0 0 0 4 5 4 4 1 1 5 24 

輸出品目”なし”を選択：「みかん」
は輸出商材となる可能性がある
体験を通じ、地元の柑橘製品への
興味・関心の高まりに期待。

18 57
truejapan@ijcee.
com

日本酒7種飲み比べ
と厳選7つの料理体
験

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

19 58
truejapan@ijcee.
com

和菓子づくりと日本
茶3種飲み比べ体験

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

20 62
truejapan@ijcee.
com

日本茶7種飲み比べ
体験

2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

21 71
Hidden Japan 
Travel

郷土料理 X 地元
の人達

2 1 1 4 4 5 4 1 1 1 3 23 

22 90 wamotenashi 食×文化 2 2 1 5 4 4 4 1 1 1 3 23 

23 30
飛騨高山餃子総本
山

食かける世界にひと
つだけの餃子を作ろ
う！

1 1 1 3 4 4 2 1 1 1 5 21 

24 12 里椿会 食と循環 1 0 0 1 5 4 4 1 1 1 3 20 

25 33
一般社団法人京す
ずめ文化観光研究
所

食×スローフードが未
来の保存食・あられ

2 2 1 5 1 1 1 1 4 1 3 17 
体験内容と商材の関係が不明。物
販的な要素が主？

26 3 日本正月協会®
テーブルトークで民俗
学

1 0 0 1 1 1 1 1 1 1 3 10 
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食かけるプライズ 2次審査

審査項目

■2次審査における審査項目

下記の審査項目を総合的に評価し採点。
審査は、食かけるプロジェクト委員が、全項目の採点を担当。

審査項目
2次審査における

審査担当
大変良い 良い

どちらとも
いえない

良くない

■ 訪日観光客にとって魅力的な体験事例か

委員
◎

(3点)

〇

(2点)

△

(1点)

×

(0点)

■ 日本の食の魅力が十分に伝わる取組であるか

■ 体験事例を通じて地域産品の消費（輸出）につながる取組であるか

■ 輸出につながる食品・食材を利用した取組であるか

■ 持続的な訪問実績が見込める取組であるか

【 食かける大賞 ・ 食かける賞 】

【ネクストブレイク賞 】

審査項目
2次審査における

審査担当
大変良い 良い

どちらとも
いえない

良くない

■ 訪日観光客にとって魅力的な体験事例か

委員
◎

(3点)

〇

(2点)

△

(1点)

×

(0点)

■ 日本の食の魅力が十分に伝わる取組であるか

■ 体験事例を通じて地域産品の消費（輸出）につながる取組であるか

■ 輸出につながる食品・食材を利用した取組であるか

■ 実現可能な（商品化できる）体験事例か
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2次審査結果① （食かける大賞・食かける賞）

食かけるプライズ 2次審査

通し番
号

エント
リー
番号

順位 団体名/企業名 応募標題
団体

所在地
体験

実施場所
2次審査
合計点

食かける
大賞

（受賞候
補）

食かける
賞

(受賞候
補）

集客実績
集客実績
（うち、

外国人）
多言語化

DMO/D
MO・自
治体との

連携

輸出産品 ネガティブチェック 備考

1 15 1 株式会社 白壁荘
景観美と世界農業遺産わさ
びを満喫する旅

静岡県 静岡県 21 ○ 7,000 500 ○ ○
○

生わさび

2 39 2 サケ・ラバーズ株式会社 発酵文化 x 食 東京都 東京都 18 ○ 20 18 ○ ○
○

日本酒、みりん
「マイパル株式会社」と業務提携をし
ている。

3 1 3 株式会社石井味噌
信州三年味噌の御膳と杉桶
並ぶ味噌蔵探検

長野県 長野県 17 ○
300,00

0
7,000 ○

○
味噌加工食品

4 8 3 OSADA Seicha Co.,Ltd
日本茶製造の秘密発見ツ
アー

静岡県 静岡県 17 ○ 20 10 ○
○

日本茶

5 13 3 笛木醤油株式会社
老舗醤油蔵での伝統醸造の
学び体験

埼玉県 埼玉県 17 ○ 30 0
○

醤油

6 42 3 マイパル株式会社 食 x 茶摘み 神奈川県 埼玉県 17 ○ 40 40 ○
○

お茶
「サケ・ラバーズ株式会社」と業務提
携をしている。

7 61 3
一般社団法人志摩市観光

協会
食×SDGs×海女 三重県 三重県 17 ○ 9,100 2,200 ○

公的機関が民間事業の後
追い

8 84 3 Smart VEGAN LAB
地球と体にやさしい和食
ヴィーガン料理体験

東京都 東京都 17 ○ 12 4 ○
○

レトルト食品、ド
レッシング

HPなし

9 99 3 株式会社玉寿司 外国人寿司にぎり体験 東京都 東京都 17 ヒアリングシート未提出

10 2 10 ゲイト
自分で漁して獲った魚でつくる
ペットフード

東京都 三重県 16 0 0 ○ ○
○

ペットフード
以前は宿泊込みとしていましたが、。
今は、宿泊抜きとして販売。

11 36 10 株式会社平和堂
発酵を極める旅～味噌醤油
から鮒寿司まで～

滋賀県 滋賀県 16 10 0
○

日本酒、酢

「日帰り」としては商品化済みですが、
「1泊2日」での販売はこれからの模様。
ネクストブレイク賞から食かける賞へ移
動。

12 40 10 嶋田味・噌麹醸造元
無添加で、おいしい「手前味
噌」づくり

奈良県 奈良県 16 ご辞退

13 67 10 一般社団法人My Japan
食×広島の伝統を紡ぎ、地
域を繋ぐ朝の旅

広島県 広島県 16 210 60 ○ ○
○

抹茶

14 75 10
株式会社オルタナティブファー

ム宮古
サトウキビ×畑から食卓ま
で！リアル体験

沖縄県 沖縄県 16 1,200 15 ○ ○
○

黒糖蜜漬

15 29 15 Tokyo Cooking Studio
渋谷のキッチンから世界のキッ
チンへ発信！

東京都 東京都 15 200 150 ○
○

お菓子、和牛

16 31 15 南三陸ワイナリー株式会社
震災を知り、復興を感じる"
食×復興"体験

宮城県 宮城県 15 74 3 ○ ○
○

水産加工品、ワ
イン

17 43 15
株式会社クリエイティブリゾー

ト
山梨郷土料理粉から作るほ
うとう手打ち体験

山梨県 山梨県 15 1,500 10 ○
○

調味料、ほうとう

18 47 15 マルカワみそ株式会社
食×味噌作り×健康【味噌は
医者いらず

福井県 福井県 15 800 2 ○
○

味噌

19 95 15 株式会社くまもとＤＭＣ Premium Table 熊本県 熊本県 15 70 10 ○

20 73 20
The Hidden Japan合同

会社
Sea to Table in 山形 山形県 山形県 14 30 25 ○

21 87 20 旅ノ舎
自身で摘んだ茶葉を使った茶
葉料理をご堪能

静岡県 静岡県 14 200 60 ○ ○
○

お茶

22 94 20 手作り体験工房ゆんたく 石垣島のぬちぐすいラー油 沖縄県 沖縄県 14 1,000 10 ○
○

ラー油

23 6 23 株式会社和多屋別荘
【RiceTourism】おにぎり神
谷

佐賀県 佐賀県 13 121 0

24 9 23 秋田内陸線旅行センター
秋田内陸線がつなぐ地域の
食文化

秋田県 秋田県 13 100 0
予約状況

次第

25 11 23 Sakura Cook
練り切り和菓子と抹茶を作る
体験

兵庫県 兵庫県 13 40 40 ○

26 24 23 （宗）覚林坊
600年の寺に泊まって丸ごと
日本体験

山梨県 山梨県 13 1,204 78 ○
○

ビール、納豆

27 25 27 同会社茶道体験古都 茶道体験と和食体験 京都府 京都府 12 30 28 ○
○

ほうじ茶

28 34 27 Wagashi School MW かわいい創作和菓子作り 東京都 東京都 12 404 366 ○
○

抹茶、煎茶
ネガ要素ではないですが。個
人経営？

29 18 29 オールスター大阪ウォーク
ほろ酔い大阪ツアー 食✕人と
の出会い

大阪府 大阪府 11 48 48 ○ ○
○

お酒、乾物

30 63 29 株式会社 佐知'sPocket
お寺で織物と触れながら和会
食と手作り体験

滋賀県 滋賀県 11 133 22 ○
○

味噌、ふりかけ、
昆布

31 65 29 シーライン東京
欧風カレーとサスティナブルな
国産牛

東京都 東京都 11 2,000 80 ○ ○
○

カレー

32 76 29 一般社団法人エコロジック
富士山グランピング＆エコツ
アー

静岡県 静岡県 11 100 10 ○ ○

33 98 29 株式会社葵製茶
抹茶工場見学と抹茶点て体
験

愛知県 愛知県 11 25 5 ○ ○
○

抹茶

34 26 34 會津屋
江戸時代の旅籠での竈体験
と関宿散策

三重県 三重県 10 80 0 ○

35 37 34
コンペイトウ王国（大阪糖菓

株式会社）
密を避けて、蜜をかけて、金
平糖を作ろっ♡

大阪府 大阪府 10 4,013 22 ○ ○
○

砂糖菓子

36 21 36 西尾茶協同組合
西尾の抹茶×ヨガ究極のリ
ラックスを求め

愛知県 愛知県 9 20 0 ○
○

抹茶

37 22 36 有限会社晴海屋
浮かぶ料亭屋形船で日本文
化を満喫

東京都 東京都 9 30,000
8,000

(コロナ禍
前）

○ ○
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2次審査結果② （ネクストブレイク賞）

通し番
号

エント
リー
番号

順位 団体名/企業名 応募標題
団体

所在地

体験
実施場

所

2次審査
合計点

ネクストブ
レイク賞
(受賞候

補）

多言語
化

DMO/D
MO・自
治体との

連携

輸出産品 ネガティブチェック 備考

1 19 1
一般社団法人八幡浜市ふ

るさと観光公社
みかん農家 × リアルな暮ら
し × マーマレード

愛媛県 愛媛県 18 ○ ○

2 77 1 海士物産 離島で感じる暮らしと発酵 島根県 島根県 18 ○ ○
「食産品」は商品化済みですが、「体
験事例」としてはこれからの販売とな
る模様。

3 80 1
DEGAM鶴岡ツーリズム

ビューロー
【食×北前船】鶴岡を彩る
雛菓子

山形県 山形県 18 ○ ○ ○
ワークショップ的な実施は済んでいま
すが、販売としてはこれからの模様。

4 48 4 Expedition Japan Eat to the Beat 山形県 新潟県 17 ○ ○ ○

5 70 4 鹿児島堀口製茶有限会社
茶摘み×茶音の蔵×ほうじ
茶体験

鹿児島
県

鹿児島
県

17 ○ ○
○

お茶
「商品化していない」為、食かける賞
からネクストブレイク賞へ移動

6 100 4 そばハウス安曇野 そば打ち体験×宿泊 長野県 長野県 17 ○
○

冷凍蕎麦

7 7 7
国際両備フェリー株式会社

オーキドホテル
小豆島素麺 伝統と創造の
マリアージュ

香川県 香川県 16 ○
○

素麺、ド
レッシング

8 45 8
株式会社おおすみ観光未

来会議
おおすみの醤油と地魚のお
寿司と

鹿児島
県

鹿児島
県

14 ○ ○
○

醤油、酢
「商品化していない」為、食かける賞
からネクストブレイク賞へ移動

9 64 8 料亭 明月楼
日本料理×古民家×茶の
湯×器

石川県 石川県 14
○
鰻

10 101 8 有限会社加藤商店
伝統的板糀製法、天然醸
造みその手作り体験

京都府 京都府 14 ○
○

味噌
HPの作りがやや簡素（会
社概要等なし）

11 46 8 天草酒造
世界遺産の天草散策と、
地酒の酒蔵訪問

熊本県 熊本県 14 ○ ○
○

焼酎
「商品化していない」為、食かける賞
からネクストブレイク賞へ移動

12 89 12 Osaka Kitchen
大阪城で知る
Samuraifoodの魅力

大阪府 大阪府 12 ○
○

味噌
「商品化していない」為、食かける賞
からネクストブレイク賞へ移動

13 51 13 Jヴィレッジ
常磐もの J‐SABAバーガー
で健康

福島県 福島県 9 ○

食かけるプライズ 2次審査
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最終結果

多数の応募エントリー事例の中から、1次審査・2次審査を経て、

最終審査会での協議の結果、以下の10件を表彰事例として決定。

最終結果
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景観美と世界農業遺産“わさび”を満喫する旅 和とモダンが織りなす里山の古民家 白壁

日本の国立公園内の旅館に泊まり、日本古来の和製ハーブ『わさび』を山葵鍋で食し、山に入り山葵の収穫体験や伝統食
品『わさび漬け』作り等を体験する またこの度には水源地を旅し、伊豆半島の駿河湾に注ぐ天城山系の水源が海の生態系
にどの様に影響を与えるか、自然のサイクルや環境の大切さをローカル人や料理から学ぶ 伊豆の山葵には徳川の歴史も触
れることができ、インテリジェンスなヘルシーツアーとして楽しんで頂く

食かける大賞

食かける賞①

震災を知り、復興を感じる“食×復興”体験 南三陸ワイナリー株式会社

東日本大震災で甚大な津波の被害にあった宮城県南三陸町ですが、
地元住民だけではなく他地域から移住した住民、ボランティア、様々な企
業のご協力もあり復旧した産業や、新たな産業の立ち上げまでの軌跡を、
牡蠣やホタテ等の収穫体験やワイナリー見学、復興を目指した取り組み
を生産者から直接聞くことで実感しながら、収穫した地元食材を使った絶
品料理と地元のワイナリーで作ったワインを堪能できる「食×復興」体験で
す。

老舗醤油蔵での伝統醸造の学び体験 笛木醤油株式会社

名物社長によるプライベート工場見学（原料を触ったり、木桶に入っ
たもろみを混ぜたりの醤油作りの勉強）・醤油麹作りワークショップ・ミ
ニバウムクーヘン焼き体験

地球と体にやさしい和食ヴィーガン料理体験 Smart VEGAN LAB

食×日本文化×ヴィーガン。下町風情溢れる浅草で、和食Vegan
料理「ベジ手まり寿司」づくり体験。野菜は作り手の顔が見える安心
安全でヘルシーな地域野菜。技術や知識、日本の食文化をレッスン
形式で学び体験するだけでなく、その場で実食、ECを通じて、野菜
又は加工品、野菜を引き立てるドレッシングをセットでサブスク販売す
る。世界中の人に食の大事さを訴求するともに、毎日美味しく、健康
的に野菜を摂取する習慣を支援

最終結果
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信州三年味噌の御膳と杉桶並ぶ味噌蔵探検 株式会社石井味噌

創業1868年信州松本の味噌蔵です。今では希少になった杉桶仕
込・天然醸造・三年熟成の味噌を醸造しています。その味噌蔵をガ
イドつきでご案内し、信州三年味噌をしようしたお食事又はお味噌汁
のご試食ができます。

日本茶製造の秘密発見ツアー 株式会社おさだ製茶

アメリカ向けの日本茶輸出が過去最高の輸出売上となり日本茶への
興味関心が高まる中、静岡県周智郡で日本茶が生産されるプロセ
スを体験する。荒茶という半製品の状態の茶葉を仕上げという工程
で製茶していく。「火入れ」という製茶工程で最も重要な作業は職人
が味を確かめながら温度や時間を調整する。今までは秘密のベールに
包まれていたこの職人作業をツアー参加者自身がまるで職人になった
かのように参加する。「食×学び」

自分で漁して獲った魚でつくるペットフード 株式会社ゲイト

三重県熊野市二木島町では超小型定置網漁を体験し、BBQ
できるプログラムを販売していました。また天然の魚で完
全無添加ペットフードの販売を開始していました。複数の
体験をさらに組み合わせて、獲った魚で自らペットフード
をつくる体験を実験中です。家族であるペットと共に自分
で魚をさばいたり、海辺でBBQを楽しめるようにしており
ます。

発酵を極める旅～味噌・醤油から寿司の起源「鮒寿司」まで～ 株式会社平和堂

食ｘ発酵を極める旅 ～味噌・醤油から寿司の起源「鮒寿
司」まで～

発酵するまち、滋賀県高島。「発酵するまち」として多様
な発酵食文化を培ってきた高島。ひとつの地域に「酒」
「醤油」「酢」「味噌」「鮒寿司」など多様な発酵食品が
あるのも珍しく、まさに「発酵するまち、高島」

その高島を舞台に、発酵を学び、発酵を体験し、発酵食
「発酵フルコース」を食す、発酵を極める旅。

食かける賞②

最終結果
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【食×北前船】鶴岡を彩る雛菓子 DEGAM鶴岡ツーリズムビューロー

食×北前船

北前船の商人たちによって運び込まれた京文化。それに由来する伝
統的なお菓子「鶴岡雛菓子」。

練り切りを使用し孟宗筍や鯛など、縁起物や地元の特産品等をかた
どった、美しくて美味しいお菓子です。お店によって色形が異なりますが、
本体験は鶴岡市の老舗の指導をいただき、お好きな雛菓子をつくる
プライベートな教室です。雛菓子を通して、ユネスコ食文化創造都市
の職人の巧みな技術と遊び心をお楽しみください。

みかん農家×リアルな暮らし×マーマレード 一般社団法人八幡浜市ふるさと観光公社

みかん農家の女性が中心となって、自家製柑橘を使った加工品づくり
に取り組むグループ「みかんの花工房」。そのメンバー宅にお邪魔して、
日本農業遺産に認定された柑橘栽培の現場で、収穫体験や生
ジュース搾り体験ができます。さらに、日本で唯一マーマレードの世界
大会が開かれる当地で、収穫した柑橘等を使ったオリジナルのマーマ
レードづくりや、世界大会受賞歴を持つメンバーがつくったマーマレード
の食べ比べができます。

ネクストブレイク賞

最終結果
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WEBサイト（日本語版）

●食かけるプライズ結果発表 TOPページ

●受賞者ページ（食かける大賞：景観美と世界農業遺産“わさび”を満喫する旅）

受賞者発表＜WEBサイト＞

表彰式のアーカイブ動画が
視聴可能



事業者進捗 および 磨き上げ報告
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和とモダンが織りなす里山の古民家 白壁

景観美と世界農業遺産”わさび”を満喫する旅食かける大賞

所在地 ： 〒410-3206 静岡県伊豆市湯ケ島1594

わさび鍋 ：わさびの葉を食べ6ヶ月飼育された天城軍鶏の新鮮な肉をベースに、地野菜他、わさび田の脇に育つ天然ク
レソンを投入、鍋の仕上げに擦り下ろしたてのたっぷりわさびを添えて、良質なわさびの香りと辛味の中の甘みを味わって頂
く。朝食も新鮮なわさびを擦り下ろし御飯の上にのせて食べる地元流”わさびごはん”をご用意しております

提供する食事
(食体験)

内容

通年体験可能時期 2~50名1回あたり受入れ人数

磨き上げ
内容

28,000円体験料金 生わさび輸出品目

オンライン予約 もしくは電話予約予約方法

事業者進捗 および 磨き上げ報告

本プログラムは、わさび田見学＋わさび収穫体験＋わさび料理の構成。他にもわさびをテー
マにした観光体験は数件あるが、天城の水の恵みを存分に活かした高品質な伊豆のわさ
びは、まさに“本物”のわさびであり、そこを前面に出すことで差別化となる。
天城山系の水源はわさびだけでなく駿河湾にまで影響を与え、自然のサイクルを大事にし
た食文化が根付いている。また、わさびの健康効果は海外からもコロナによって注目され、
世界のわさび市場は成長傾向にあるとされ、インバウンドにとってもわさびは魅力的なコンテ
ンツ。

【提案】
●天城山の水の恵みを巡る食文化体験
伊豆市・西伊豆町は、豊かな自然環境に恵まれ、南側は天城山系の山並みに囲まれ、
西側では青く澄んだ駿河湾に面している。また、天城山の恵みである湧き水で育つわさびの
一大産地でもあり、天城山系の水源はわさびを始め、駿河湾にまで影響を与え、自然のサ
イクルを大事にしながら暮らしている地域。
そんな地域を舞台に、わさび田の自然や、わさび料理、駿河湾クルーズや釣り体験、天城
温泉など、伊豆の自然が育んだ伝統文化や食文化を体験し、心身ともに整うプレミアムな
体験プログラム。



- 37 -

食かけるプロジェクト2022 報告書

事業者進捗 および 磨き上げ報告

●「景観美と世界農業遺産”わさび”を満喫する旅」 磨き上げ報告書 全頁
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南三陸ワイナリー株式会社

震災を知り、復興を感じる"食×復興"体験

所在地 ： 〒986-0733 宮城県本吉郡南三陸町志津川字旭ケ浦7-3

南三陸の旬の食材を使った食事とワイン（季節により変動あり）
＜8月のメニュー例＞わかめ羊の煮込み、水タコのジェノベーゼ、銀鮭の生ハム仕立て、牡蠣のココナッツカレー、冷製とうも
ろこしスープ、自家製フォカッチャ、ワイン2杯

提供する食事
(食体験)

内容

通年（水産物の収穫体験は季節により
内容が異なる）

体験可能時期 3~20名1回あたり受入れ人数

磨き上げ
内容

10,000円体験料金 南三陸ワイン、水産加工品輸出品目

自社HP、自社SNS、観光協会HP、観光協会SNS予約方法

食かける賞

●輸出の現状
南三陸ワイナリーは2020年10月にコロナ禍の中で醸造所をオープンさせた。同年12月にはワイナリーの併設 
でレストランをオープンした。現在はワイナリーとクルーズ船のツアー事業を開始したばかりで、ワインの輸出事業 
には本格的には取り組めてはいない。
●輸出拡大の課題
これまでは近県から葡萄を仕入れワインを製造していたため、ワインの生産数も少量で販売できる取引先にも 
限界があった。しかし、2021年に入り自社の葡萄を使ってワインを製造できるようになり、山形県など南三陸 
町以外の場所にも圃場を拡大している。こうした課題は今後、少しずつ解消されていく見込みである。一方で 
ツアー内容については、受け入れ対応をするスタッフは現状、少数であるため体制、には改善の余地がある。お
料理についてもクオリティに比べて、かなり 安価な価格設定となっており、収益性と今後の体制を強化していく 
ためにも値上げを検討すべきである。料理についてはとても素晴らしいが撮影を意識した盛り付けなど改善の余
地がある。
ツアーの内容、復興のストーリー、ワインがつなぐ産地としての世界観はとても素晴らしい。一方でワイン等の自
社商品の紹介についてはもう少し強化すべきである。フラグシップ商品、ラインナップ説明、自社のペアリング商
品等についても丁寧に行ってはいかがだろうか。
●輸出拡大に向けた方向性
現在、同社の商品についてはワインボトルへの英語表記、ツアー時は外国人ガイドが同行するなど輸出やイン
バウンド観光客を意識した工夫がなされており、、今後は体験ツアーを通じてファンを拡大し、ツアー事業の拡
大と共に輸出にもつなげていく予定となっている。
●磨き上げを踏まえて、具体的な展開
今後、事業を拡大していくにあたって価格設定や収益性については再検討を行うべきである。収益を再投資 
して体制を強化していけるよう余裕を持った事業計画が必要となる。また、今後受け入れ客を増やしていくため
には地域内での連携も重要だが、地域外の企業や団体との連携、プロモーション活動についても重要となって 
くる。
●所感
同社の代表、佐々木道彦さんは震災の復興ボランティアをきっかけとして2014年に静岡県から仙台に移住 
し、2020年から本格的に南三陸町での活動を始めた。復興支援を通じたさまざまな経験が地域内での連携
の強さを生み出しており、佐々木さんを中心に「この町を良くしていきたい」と願う地域プレーヤーたちの強い想い 
も随所に感じられる。「東日本大震災からの復興」をテーマとしたツアーは当時の被害や悲壮感を感じるものが
多いが、同社のものづくり、ツアーは未来への可能性を感じられる内容となっている。これまでの道のりにはたくさ
んの苦労があったと思われるが、そうした佐々木さんの復興のストーリー、未来へのビジョンが同社の商品やツ
アーの魅力の源泉となっている。

事業者進捗 および 磨き上げ報告
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笛木醤油株式会社

老舗醤油蔵での伝統醸造の学び体験

所在地 ： 〒350-0152 埼玉県比企郡川島町上伊草660

①木桶に入ったもろみ（しょうゆの素）を混ぜ合わせ、醗酵を促す櫂付き体験
②また、火入れをしていない絞りたてのしょうゆ、仕込んだばかりのもろみと、醗酵熟成がすすんだもろみの味見体験
③しょうゆ蔵のレストランにて、しょうゆの味比べができるうどんメニュー

提供する食事
(食体験)

内容

通年体験可能時期 1~10名1回あたり受入れ人数

磨き上げ
内容

3,000~5,000円体験料金 醤油輸出品目

自社サイトでのみ販売予約方法

食かける賞

●輸出の現状
輸出はすべて輸出商社を通して販売している。現状は、米国、香港、フランス、スペイン、イギリス、
オランダ、ルーマニア、オーストラリアの8か国に実績があるが、不定期である。
本格的に開始したのは、2017年以降で、香港では、埼玉県フェア開催時に輸出した。
特に、輸出代理店や輸入代理店契約を結んでいない。

●輸出拡大の課題及び方向性
アジア諸国は、木桶醤油や地域色豊かな醤油メーカーが多数輸出しており、価格競争の状態で
あるため、欧米に向けに力を入れていきたい。欧米では、オーガニックを訴求した商品に力を入れたい。

●磨き上げを踏まて、具体的な展開
西川より、訪日体験から帰国後の再消費の好循環となるよう、越境EC商品での販売を提案。
特に、地域の食文化を意識した商品ヒストリー、物流の利便性を考えた商品、プライスレスな
商品の組み合わせなど考慮すべき点を説明。
・外箱60サイズで収納可能
・日本産の大豆、小麦を原料として利用
・醤油皿は、「金笛ロゴ」のオリジナル皿をセットで。
・木桶バウムも常温で1か月持つことから、越境EC商品としても販売可能

欧米をターゲットにしていることから、越境EC（By Food（テーブルクロス運営））との商談を
セッティングする。

●所感
フランス革命の年に設立した醤油メーカーであることで、外国人にとっては、歴史を感じ取れる。
また、日本の代表的な発酵調味料である醤油は、日本料理の調味料としてだけでなく、フレンチ
料理ではソースの隠し味としても使用され始めている。
今後は、日本料理以外での用途は広がれば、海外市場での販売が期待できる。
笛木醤油は、後発での輸出となるので、既に出回っている醤油がとの差別化、笛木醤油ならではの
特徴を洗い出し、訴求することが重要と意見が一致した。
今後、商品の特徴（商品ヒストリー、使用原料、食味、風味など）を伝える工夫、特に、工場での
体験をした訪日客に対して、商品の購入導線を考えていく。
また、購入導線を考える上で、今回の食かけるプロジェクトで撮影した動画を有効活用したい。

事業者進捗 および 磨き上げ報告
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Smart VEGAN LAB

地球と体にやさしい和食ヴィーガン料理体験

所在地 ： 〒106-0044 東京都港区東麻布2-31-2クレール東麻布202

食体験：ベジ手まり寿司づくりと日本の食文化・歴史・健康・環境を愉しく学べるレッスン

和食Vegan料理：農家の顔が見える地域の有機野菜を使った和食Vegan「ベジ手まり寿司」

今後の取組み：山梨県北杜市の農家で「野菜の収穫体験」と、その場で「収穫した野菜の料理レッスン」

地域の有機野菜・ドレッシングをセットにした商品のサブスク販売予定

提供する食事
(食体験)

内容

通年体験可能時期 1~20名1回あたり受入れ人数

磨き上げ
内容

5,000～8,500円体験料金
加工品（ドレッシング等）、レトルト食品
和食Veganレシピ（本）

輸出品目

ネット販売（ SNS、トリップアドバイザー等）予約方法

食かける賞

●輸出の現状
現状、輸出実績はなく、輸出商品を検討中
訪日外国人を対象にしたビーガン料理教室で使用可能な「味噌」を越境ECで販売したい

●輸出拡大の課題
冷凍味噌Ballを越境EC商品として販売を検討していたが、冷凍味噌Ballを製造するメーカーから
菌検査（1年）を実施していないことや冷凍小型荷物配送の物流を構築していないことから、
販売商品の見直しを検討

●輸出拡大に向けた方向性
料理教室の体験者が、帰国後に、通販でリピート購入をしてもらうために、常温商品を検討。
西川より、味噌メーカーを2社紹介
①のだみそ㈱ ※桝塚味噌 ビーガンのインスタント味噌汁を紹介（http://www.masuzuka.co.jp/）

②石井味噌 食かけるの受賞事業者。味噌のバーニャカウダ等、SVLを展開している料理教室の
 食材との掛け合わせを提案（https://ishiimiso.com/）

●磨き上げを踏まて、具体的な展開
・展開している料理教室での試験的利用
・味噌メーカーと売買契約を進めていく

●所感
ビーガン料理の料理教室では、小規模参加での実施となっている。
料理教室の訪日外国人の参加者拡大、リピーター参加及び利用食材・食品のリピート購入できる
ようにすることが重要である。
ビーガン料理と発酵食品、特に味噌は、単に味噌汁としての利用だけでなく、汎用性の利く健康的な
調味料として有用性がある。ビーガン料理でも日本の発酵文化を広げていく活動をすることで、
SVLと意見が一致。

事業者進捗 および 磨き上げ報告

http://www.masuzuka.co.jp/
https://ishiimiso.com/
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株式会社石井味噌

信州三年味噌の御膳と杉桶並ぶ味噌蔵探検食かける賞

信州三年味噌の豚汁、みそ焼おにぎり、信州豚ロースの味噌生姜漬等。
提供する食事

(食体験)
内容

通年体験可能時期 1~200名1回あたり受入れ人数

磨き上げ
内容

2,000円体験料金 味噌加工食品輸出品目

旅行会社（団体）、自社HP、じゃらん予約方法

所在地 ： 〒390-0813 長野県松本市埋橋1丁目8番1号

●輸出の現状
コロナ禍以前は、国内市場（主に贈答）を中心に販売していたが、国内市場が縮小する中で、工場見学
に多くの外国人旅行者が来ていたことから海外市場の販路が期待できる。現在、台湾、シンガポール、アメリ
カ、ドイツ、イタリアにスポットで販売。「十年熟成味噌ソース」は、商社によるシンガポールのライブコマースで、
現地の麺と絡ませた食シーンを動画で流したところ反響があり、発注の実績があった。
「三年味噌バーニャカウダ」は、独特のまろやかな味噌風味が評価され、米国のローカルレストランから引き合
いがあり、ＦＤＡ登録して販売開始したところである。「信州三年味噌」は、味噌の食味である「塩かど」が取
れていることが特徴で、フランスでは、フレンチ料理スープのスパイスとして引き合いがあった。
●輸出拡大の課題
輸出したい3商品は、飲食店からの関心が高いが、すべて小売対応の商品であることから、アンマッチしている。
業務筋商品の改良、輸入規制対応をしなければならない。
また、海外バイヤーへの直接の営業は、人的体制からも厳しいことから、輸出商社との取引を増やしたい。
●輸出拡大に向けた方向性
商品の特性上、飲食店での取引から、消費者に認知させて、小売への販売に展開していくことが望ましい。
また、訪日外国人の訪問を多く受け入れていたことから、越境ＥＣでの販売に力を入れたい。
●磨き上げを踏まえて、具体的な展開
今年度中に、飲食店向けに販路を持つ輸出商社を紹介し商談をセッティングする。
輸出商社から飲食店向けに販路を拡大するために、内容量等どのような商品を求めているかヒアリングする。
●所感
「味噌＝健康的なスパイス」として、汎用性も高く、派生商品を開発することも可能である。味噌は、味噌汁
として日本料理店への需要、小売店では、在日日本人、日本料理を作るローカルがメインターゲットと固定
観念があり、後発の輸出など難しいと考えている事業者が多い中、石井味噌は、多くの訪日客が訪問して
気づきが、商品の訴求方法、派生の加工食品の開発力がある。今後輸出商社との商談をすることで、海外
販路が期待できる。また、自社店舗でしている商品を、訪問した客がリピートで購入可能な越境ＥＣでの販
売を薦めたい。

事業者進捗 および 磨き上げ報告
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株式会社おさだ製茶

日本茶製造の秘密発見ツアー

所在地 ： 〒437-0213 静岡県周智郡森町睦実2001

提供する食事のメインは煎茶。単純に美味しくお茶を飲むのではなく、茶農家が製造する荒茶を味わい、仕上げの火入れ
で味わいがどう変化するのかを体験する。自分好みの仕上げができるので、出される煎茶を飲むだけではなく、学びと体感
が伴って味わえる。提供する食事は、煎茶の他にも練り切りと呼ばれる和菓子（お抹茶との相性がとても良い伝統的な和
菓）を本格的に作って味わうことができる。

提供する食事
(食体験)

内容

通年（5月~7月中旬を除く）体験可能時期 1~10名1回あたり受入れ人数

磨き上げ
内容

2,000円体験料金 日本茶輸出品目

口コミ＆ネットで販売予約方法

食かける賞

本プログラムは茶畑見学、合組体験、火入れ体験などにとどまらない差別化された独自性のあるプ
ログラムが望ましい。
本事業のインバウンドという面から考えてみると、日本茶を含む「日本食」の期待値は高く、重要視
されているので少し工夫をした食事や食体験を用意できれば、より付加価値の高いプログラムに。
静岡のお茶、森町のお茶の魅力を汲み上げて、本プログラム「ならでは」の体験が高付加価値化に
つながる。

【提案】
●お茶づくりを知って味わうティーツーリズム提案
静岡県・森町は、周辺の生産農家が一丸となって、30年以上有機栽培を実践しており、「有機茶
の里」と呼ばれる品質の高いお茶産地。スローライフやエコなどに関心のある層にも届くよう、お茶のレ
クチャーから始まり、お茶の味わいの幅広さを学ぶ。その後、合組や火入れのオリジナルお茶づくり体
験。
最後は、自分が作ったお茶や、様々な味わいのお茶を茶畑の景色の中で楽しむティーペアリングラン
チを堪能するプレミアムな体験プログラム。

事業者進捗 および 磨き上げ報告
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事業者進捗 および 磨き上げ報告

●「日本茶製造の秘密発見ツアー」 磨き上げ報告書 全頁
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株式会社ゲイト

自分で漁して獲った魚でつくるペットフード

所在地 ： 〒130-0024 東京都墨田区菊川1-13-8-6F

獲った魚で、お魚さばき体験して、お刺身をつくります。同時に、ペットフードつくりも体験します。レトルトの機械にいれたあと
は出来上がりまで90分ほどかかるので、BBQを楽しみます。

提供する食事
(食体験)

内容

通年体験可能時期 1~30名1回あたり受入れ人数

11,000円体験料金 ペットフード輸出品目

口コミ予約方法

磨き上げ
内容

食かける賞

本プログラムはペット連れのプログラムとして、ペット同伴での漁業体験やペットフード作りなど、他の
漁業体験とは差別化された独自性の高いプログラムであるが、インバウンド向けに販売にするには
難しい。
一方で、柴犬や秋田県などを中心に、現在、日本犬が海外で人気となっており、秋田県では秋
田犬による地域活性化プロジェクトの取組が行われているほど。熊野は現存する日本犬6種の内、
紀州犬の原産地であることから、自分のペットではなく、紀州犬(日本犬)と触れ合えることを付加
価値としてプログラムを提供。

【提案】
●紀州犬×漁業体験＜インバウンド向け＞
熊野の地で紀州犬と触れ合える漁業体験プログラム。
現在、日本犬は柴犬や秋田犬などを中心に海外セレブや映画などの影響で人気となりつつある。
熊野は現存する日本犬6種の内、紀州犬の原産地。紀州犬は白⽑で素朴でたくましさを感じさせ
る犬種。ペットを連れてこれない訪日外国人も日本犬に出会える場、触れ合える場として、漁業
体験プログラムを提供。

事業者進捗 および 磨き上げ報告
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事業者進捗 および 磨き上げ報告

●「自分で漁して獲った魚でつくるペットフード」 磨き上げ報告書 全頁
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株式会社平和堂

発酵を極める旅 ～味噌・醤油から寿司の起源「鮒寿司」まで～

所在地 ： 〒522-8511 滋賀県彦根市西今町1番地

①発酵フルコース：滋賀県高島の発酵食品を使用した発酵料理のフルコース。日本酒と発酵食のペアリングも実施。
②キムチづくり体験：本格的なキムチづくりにこだわる高島の「天平キムチ」。発酵を学びながらキムチづくりの体験。
③ドレッシングづくり体験：滋賀県で唯一の酢醸造事業者「淡海酢」。様々な味のお酢をテイスティングしオリジナルドレッ
シングを作る。
④発酵事業者視察：日本酒酒蔵・ヨーグルト製造者・鮒ずし事業者を巡り、こだわりを伺い、試食・試飲の実施。

提供する食事
(食体験)

内容

通年体験可能時期 10~20名1回あたり受入れ人数

磨き上げ
内容

48,000円体験料金 日本酒、酢輸出品目

当社旅行センターで販売予約方法

食かける賞

ツアーの改善点：

１．発酵するまち高島の発酵ガイドの育成
２．発酵に対して外国人の関心が高まっているため、インバウンド対応
３．歩くには距離があるため、レンタサイクル等の2次交通
４．事業主体が平和堂であるため、海外輸出を含めて、発酵食品の販売強化

事業者進捗 および 磨き上げ報告
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事業者進捗 および 磨き上げ報告

●「発酵を極める旅 ～味噌・醤油から寿司の起源「鮒寿司」まで～」 磨き上げ報告書 全頁
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一般社団法人 DEGAM鶴岡ツーリズムビューロー

【食×北前船】鶴岡を彩る雛菓子ネクストブレイク賞

所在地 ： 〒997-0015 山形県鶴岡市末広町3-1 MARICA東館2階

練り切りを用いた和菓子（雛菓子）。光沢を出すために最後に寒天を塗る。食材：白餡、餡子、求肥、砂糖、（ヴィー
ガンとハラルにも対象）参加者が作りたい形を3～4個選んでいただき、使う道具（型、櫛等）を紹介した後、職人の指
導を受けて手で作る。

提供する食事
(食体験)

内容

通年体験可能時期 4~20名1回あたり受入れ人数

磨き上げ
内容

4,500円体験料金 鶴岡雛菓子の作り方―レシピ本（仏語・英語）輸出品目

OTA、ウェブサイト、旅行会社連携、商談会予約方法

ツアーの改善点：

( 1 ) 体験会場について
本体験はグループの人数によって場所が異なってしまいます。その要素がツアー参加者間での混乱を招くかも
しれません。実際に使用をさせていただいたお寺の部屋は趣のある素晴らしい空間でした。神社の和室は趣
もあり、訪日旅行客には非常に好まれる空間であると思います。
神社の和室で体験を実施できることがこのツアーの価値となるため、人数の変動があったとしても神社の和室
を利用できることがよいと感じております。

( 2 ) 体験商品数について
本体験では「ひな菓子」を2個つくらさせていただきました。しかし2個のみの体験は、参加者にとって作業時間
が短く感じ少々手持ち無沙汰になってしまった印象があります。東京の和菓子づくり体験では、4~6個の和
菓子を一回の体験でつくります。体験の際の商品数を増やすことがより良いと思っております。

( 3 ) 体験内容に関して
上記の通り一度の体験時間が少々短いと感じております。同じ時間内で「抹茶点て」の体験を追加すると、
顧客満足度がより向上すると考えております。

( 4 ) 通訳に関して
通訳の方が同席していただけることは非常に素晴らしいです。

( 5 )  通訳者の方との合流
ツアー参加者と通訳者は鶴岡駅で合流するのが一番良いかと思ってます。

( 6 )  体験前のアイディア
道中の「ひな菓子屋」を訪れ商品を実際に見てから体験をすることも良いかもしれません。
体験前に実際の商品を見ることで、より体験への期待値を高めることにつながります。

事業者進捗 および 磨き上げ報告
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一般社団法人八幡浜市ふるさと観光公社

みかん農家×リアルな暮らし×マーマレードネクストブレイク賞

所在地 ： 〒796-8501 愛媛県八幡浜市北浜一丁目１番１号

・収穫した柑橘の生ジュース搾り体験
・収穫した柑橘等を使ったオリジナルのマーマレードづくり体験
・マーマレード世界大会受賞歴を持つメンバーがつくったマーマレードの食べ比べ

提供する食事
(食体験)

内容

10月～翌年4月頃体験可能時期 2~6名1回あたり受入れ人数

磨き上げ
内容

6,000～10,000円体験料金 ー輸出品目

ネット販売（自社HP,じゃらん）予約方法

本プログラムは、移動時間が多く、みかん畑内から加工体験場所までの移動の工夫が必要。また、
収穫体験＋収穫物を使ったジャムなどの加工品づくり体験などにとどまらない差別化されたプログラ
ムが望ましい。
本事業のインバウンドという面から考えてみると、「日本食」の期待値は高く、重要視されているので
少し工夫をした食事や食体験を用意できれば、より付加価値の高いプログラムに。マーマレードの
本場は海外のため、マーマレード世界大会関連で来日する外国人に向けて、日本・八幡浜らしい
食体験プログラムを提供。
八幡浜市は、全国有数のみかんの産地で、ぐるりと囲む山々のほとんどでみかんが栽培され、特に
海に面した地域はブランドみかんが育つ一大産地。太平洋の黒潮が流れ込む海では、みかんを食
べて育った「みかん鯛」などが水揚げされる。サイクリングで海とみかん畑の景色を楽しみながら、みか
んの収穫体験。特徴的な景色であるみかん畑の中で、みかん鯛のランチを味わう。最後にマーマ
レードをつくり、デザートとして堪能するプレミアムな体験プログラム。

【提案例】
・サイクリング移動：みかん畑と海の景色を楽しみながら移動
・みかん畑の中でランチ：みかん鯛の塩釜焼きなど、みかん繋がりの海の幸、山の幸を味わう
・マーマレード作り体験：ヨーグルトなどにかけて食べ比べながらマーマレードデザート堪能

事業者進捗 および 磨き上げ報告
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事業者進捗 および 磨き上げ報告

●「みかん農家×リアルな暮らし×マーマレード」 磨き上げ報告書 全頁
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表彰式・交流会

表彰式・交流会

開催概要

タイトル名称 「食かけるプライズ２０２2」表彰式・交流会 ＠HCJ2023

実 施 日 程 2023年2月8日（水） 13:30-16:30

実 施 方 法
表彰式及び交流会を東京ビックサイト東3ホールで開催のHCJ2023のイベントステージで開催
※YouTube LIVEにて配信

実 施 会 場
東京ビックサイト
〒135-0063 東京都江東区有明3-11-1
TEL 03-3211-5211

参 加 者

-1. 受賞者 10団体（食かける大賞 / 1社 ・ 食かける賞 / 7社 ・ ネクストブレイク賞 / 2社）
-2. 審査委員・オブザーバー10名（うち2名欠席）
-3. 農林水産省
-4. 観光庁

備 考 新型コロナ・ウイルス感染拡大防止の観点から、「1社1名様」でのご参加をお願い致します。

プログラム

Time Lap Scene

食かけるプライズ表彰式（13:30-14:10） 

13:30 ’01 開会

13:31 ’05 主催者挨拶

13:36 ’05 事業概要説明

13:41 ’02 審査員紹介

13:43 ’15 トロフィー授与

13:58 ’05 全体講評

14:03 ’05 フォトセッション

14:08 ’02 表彰式終了

体験発表（14:10-16:09） 

14:10 ’60
受賞者
プレゼンテーション

15:10 ’40
審査委員講評
・質疑応答

15:50 ’02 ・観光庁より講評

15:52 ’15 ・『新規プロジェクト』について

16:07 ’02 発表会終了

名刺交換会（16:09-16:30） 

16:09 ’21 名刺交換会

16:30 ’02 交流会終了

16:30 *
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表彰式・交流会

●農林水産省からの情報発信
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表彰式・交流会

●HCJ三展合同事務局からの情報発信
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表彰式・交流会

サムネイル

●YouTubeでの配信



- 56 -

食かけるプロジェクト2022 報告書

表彰式・交流会 配信内容

●会場の様子

表彰式・交流会
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表彰式・交流会 配信内容

●主催者挨拶・事業概要説明・審査委員紹介

表彰式・交流会
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●食かける大賞

●食かける賞①

表彰式・交流会 配信内容

和とモダンが織りなす里山の古民家 白壁

株式会社平和堂 株式会社ゲイト

株式会社おさだ製茶 株式会社石井味噌

表彰式・交流会
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●食かける賞②

表彰式・交流会 配信内容

Smart VEGAN LAB 笛木醤油株式会社

南三陸ワイナリー株式会社

●ネクストブレイク賞

一般社団法人八幡浜市ふるさと観光公社 DEGAM鶴岡ツーリズムビューロー

表彰式・交流会
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●事例発表①

表彰式・交流会 配信内容

和とモダンが織りなす里山の古民家 白壁

南三陸ワイナリー株式会社

笛木醤油株式会社

Smart VEGAN LAB

表彰式・交流会
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表彰式・交流会 配信内容

●事例発表②

株式会社石井味噌

株式会社おさだ製茶

株式会社ゲイト

株式会社平和堂

表彰式・交流会
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表彰式・交流会 配信内容

●事例発表④

DEGAM鶴岡ツーリズムビューロー

一般社団法人八幡浜市ふるさと観光公社

表彰式・交流会
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表彰式・交流会 配信内容

●委員講評

表彰式・交流会
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表彰式・交流会 配信内容

●『新規プロジェクト』について

表彰式・交流会

※観光庁 観光地域振興部 渡邉 主査 様より挨拶
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表彰式・交流会 配信内容

●交流会

表彰式・交流会
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表彰式・交流会 配信内容

●YouTubeでの配信

表彰式・交流会



情報発信に関して
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情報発信・全体概要

■受賞作品の情報発信

【制作コンテンツ】

Webサイト作成 ● 受賞作品１0体験の海外WEBサイト  3月中旬アップ（動画完成次第、順次更新）
・海外ＷＥＢサイト「Eat Meet Japan」   URL：https://eatmeetjapan.co/
・欧米向け販売サイト「byFood.com」 URL： https://www.byfood.com/

動画作成 ● 受賞作品 1分間動画 １０本作成 （10事業者撮影済）
登録者約10.8万人のYouTubeチャンネル「Japan by Food」での配信

パンフレット作成 ● 受賞作品（各1ページ）20ページ・A4カラー・1,000部作成 （3月下旬完成）

SNS作成 ● FaceBook    URL   https://www.facebook.com/eatmeetjapan
● Instagram URL https://www.instagram.com/eatmeetjapan2022/

【海外に向けた情報発信（BtoC）】

①訪日観光客向け
ポータルサイトへの

   情報発信

●訪日外国人向け観光情報メディア 「Japan by food」からのバーチャルトリップ
（Youtube Liveイベント）の実施・発信。Youtube、FaceBook、インスタでの告知を実施。

   月間ユニークユーザー数13万人。 FaceBookフォロワー約15万人
・一般社団法人八幡浜市ふるさと観光公社 2/6実施  約17,000回視聴 ※2/24現在
・株式会社石井味噌 2/20 実施 約12,000回視聴 ※2/24現在
・株式会社 白壁荘  2/27 公開・株式会社おさだ製茶 3/6 公開
・南三陸ワイナリー株式会社 3/13 公開

これまで同様外国人目線でのVirtual tripを行う事で、実際に訪問した際の環境をより具体的に

イメージすることが出来、訪日が可能となった際の情報提供だけではなく、機運醸成へと繋げていく。

②Eat Meet Japan
アンバサダー

● 「食かけるプロジェクト」認知向上と受賞者の体験商品の販売促進を目的とした情報発信
・食かけるプロジェクトを盛り上げるアンバサダー4名選出（平均フォロワー20万人以上、計 約81.5万人）

・欧米圏のファンを抱えるアンバサダー自身のSNSでの発信 ⇒受賞者の商品とEMJの認知向上   

① 受賞体験商品への参加 ② ソーシャルメディアで共有（投稿とストーリー）
③ Eat Meet JapanのFacebookとInstagramをタグ付け ④ IGリール作成
● Giveawayキャンペーンの実施
35万人を超える欧米圏在住の日本好きの顧客に対して受賞者の商品を紹介。
受賞者の中から石井味噌・八幡浜・Smart Veganの3社を選定し、国内外にいるターゲット
顧客を3人選定し、食体験や越境ECを通じた商品提供を行ないさらなる顧客への拡販を実施。
● 「食かけるプロジェクト」のInstagramを運用
・アンバサダーを通じて、食かけるプロジェクトのアカウントを宣伝。フォロワーは約3,000名に。
EMJ自身のSNSを通じた情報発信体制を構築。

【地域の食文化が伝わる商品をシンガポールにてテストマーケティング実施】

テストマーケティング ● シンガポールにてテストマーケティング実施（2022年12月22日～26日）
・実施会場：Watention Plaza
・実施内容：販売員による試食ＰＲ 及び 消費者調査（8パッケージ商品の評価）
①おでんと日本酒の缶セット、②冷凍押し寿司とお茶セット、③京都抹茶スィーツセット
④刺身4種盛り合わせセット、⑤京茶漬けセット、⑥北海道美瑛産おにぎりなど詰め合わせセット
⑦京野菜おばんざいセット、⑧やま柿とお茶セット
・アンケート回答数 329件
⇒次年度、新規プロジェクト開始の告知を２月８日の表彰式にて発表。

 

■受賞作品の情報発信

https://eatmeetjapan.co/
https://www.byfood.com/
https://www.facebook.com/eatmeetjapan
https://jpn01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fwww.instagram.com%2Featmeetjapan2020%2F&data=01%7C01%7Cr_saga368%40jtb.com%7Ce38089016a2644a5cc4208d8719257ee%7Ccea04946421d42f9854101db3469d389%7C0&sdata=lmgpX06FEkT56k5HswboPhyvlWf%2BnEYybjx5vLe1ODo%3D&reserved=0
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食かける賞②
老舗醤油蔵での伝統醸造の学び体験

食かける賞③
地球と体にやさしい和食ヴィーガン料理体験

食かける大賞
景観美と世界農業遺産“わさび”を満喫する旅

食かけるプライズ入賞者の1分動画を作成（1）

情報発信＜動画作成＞

食かける賞①
震災を知り、復興を感じる"食×復興"体験
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食かける賞④
信州三年味噌の御膳と杉桶並ぶ味噌蔵探検

食かける賞⑦
発酵を極める旅～味噌・醤油から寿司の起源「鮒寿
司」まで～

食かける賞⑤
日本茶製造の秘密発見ツアー！

食かけるプライズ入賞者の1分動画を作成（1）

情報発信＜動画作成＞

食かける賞⑥
自分で漁して獲った魚でつくるペットフード



- 71 -

食かけるプロジェクト2022 報告書

ネクストブレイク賞①
【食×北前船】鶴岡を彩る雛菓子

食かけるプライズ入賞者の1分動画を作成（4）

ネクストブレイク賞②
みかん農家×リアルな暮らし×マーマレード

情報発信＜動画作成＞
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WEBサイト（英語版）

●TOPページ ●受賞作品ページ（一例）

情報発信＜WEBサイト＞
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パンフレット

20ページ・A4カラー・ 1,000部作成 
※受賞作品紹介（各1ページ）

情報発信＜パンフレット作成＞
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情報発信＜メディア＞

メディアによる情報発信＜募集開始の告知＞

農林水産省
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メディアによる情報発信＜募集開始の告知＞

事業構想大学院大学

情報発信＜メディア＞

Wellness Daily News



- 76 -

食かけるプロジェクト2022 報告書

メディアによる情報発信＜受賞者のPR＞

PUBLIC RELATIONS OFFICE

情報発信＜メディア＞
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food diversity

メディアによる情報発信＜受賞者のPR＞

情報発信＜メディア＞
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NEWS RELEASE（株式会社平和堂による発信）

メディアによる情報発信＜受賞者のPR＞

情報発信＜メディア＞
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メディアによる情報発信＜受賞発表＞

農林水産省

情報発信＜メディア＞
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メディアによる情報発信＜受賞発表＞

事業構想大学院大学 PR TIMES（Japantickesによる発信）

情報発信＜メディア＞
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メディアによる情報発信＜受賞発表＞

PR TIMES（平和堂による発信）

情報発信＜メディア＞
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メディアによる情報発信＜表彰式の模様＞

訪日ラボ

情報発信＜メディア＞

事業構想大学院大学
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Facebookによる情報発信＜受賞事例について＞

情報発信＜Facebook＞

御食つ国で和食の原風景に出会う 食×みたけ華ずし×中山道ぶらり散策
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Facebookによる情報発信＜受賞事例について＞

情報発信＜Facebook＞

食×書道×ローカル友達作り♪ もったいない野菜をおいしいごちそうに！



- 85 -

食かけるプロジェクト2022 報告書

Facebookによる情報発信＜受賞事例について＞

情報発信＜Facebook＞

オンラインで世界と繋がる食×アニメ×弁当 食×ローカル線×発酵 上⽑電気鉄道沿線旅
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Facebookによる情報発信＜受賞事例について＞

情報発信＜Facebook＞

食ｘ田舎の心：農家でお食事体験 ヴィーガン和食でサステナブルな食体験を！
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Facebookによる情報発信＜受賞事例について＞

十日町縄文ツアーズ

情報発信＜Facebook＞

食×サステイナブル
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Facebookによる情報発信＜越境ECについて＞

株式会社テーブルクロス 越境ECスタート

情報発信＜Facebook＞



アンバサダー展開
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アンバサダー展開

■レポート(2023年 3月17日時点 )

【海外に向けた情報発信（BtoC）】

①訪日観光客向け
   ポータルサイトへの
   情報発信

●訪日外国人向け観光情報メディア 「Japan by Food」からのバーチャルトリップ
（Youtube Liveイベント）の実施・発信。Facebookでの告知。
   月間ユニークユーザー数13万人。 Instagram、FaceBookフォロワー約3.2万人

【 公開コンテンツ 】
・一般社団法人八幡浜市ふるさと観光公社 2/6実施  
 → 19,138回視聴
 →インプレッション 303,852

・株式会社石井味噌 2/20 実施  
 → 17,484回視聴
 →インプレッション 226,500

・株式会社 白壁荘 2/27 実施
 → 20,586回視聴
 →インプレッション 197,000

・おさだ製茶 3/6 実施
 → 12,009回視聴
 →インプレッション 153,600

・南三陸ワイナリー株式会社 3/13 実施
 → 7,755回視聴
 →インプレッション 155,600  

②Eat Meet Japan
アンバサダー

● 「食かけるプロジェクト」認知向上と
受賞者の体験商品の販売促進を目的とした情報発信

アンバサダーを通した情報発信を実施中。海外ユーザーへの発信力のあるインフルエンサーを通し、各地域の文化や体験
などの認知度拡大を目指した施策。アンバサダーによる発信により欧米を中心とした4万人近くのユーザーへの発信を実
現。

1 . Shizuka Anderson
https://www.instagram.com/p/CoAfm-LvIrJ/

・PV(本投稿におけるユーザー認知数) : 42,406PV
・いいね数 : 5949
・コメント数 : 44

2 . bunny tokyo
https://www.instagram.com/reel/ClEFGpnoKaA/

・PV(本投稿におけるユーザー認知数) : 38445PV
・リール再生回数 : 40480回再生
・いいね数 : 1698
・コメント数 : 59

3 . jesseogn
https://www.instagram.com/reel/CoX0WXBBNvk/

・PV(本投稿におけるユーザー認知数) : 408560PV
・リール再生回数 : 407010回再生
・いいね数 : 29223
・コメント数 : 43

4 . cheeserland

・PV(本投稿におけるユーザー認知数) : 73449PV

https://www.instagram.com/p/CoAfm-LvIrJ/
https://www.instagram.com/p/CoAfm-LvIrJ/
https://www.instagram.com/p/CoAfm-LvIrJ/
https://www.instagram.com/reel/ClEFGpnoKaA/
https://www.instagram.com/reel/CoX0WXBBNvk/
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②Eat Meet Japan
アンバサダー

● 「食かけるプロジェクト」のInstagramを運用.情報発信

アンバサダーと連携した投稿も展開。現在フォロワー数も増加し、新しい層へのリーチも展開しつつあります。

●Giveawayキャンペーンの実施

-愛媛 マーマレード
https://www.instagram.com/p/CnySjzFS990/

・PV(本投稿におけるユーザー認知数) : 975PV
・いいね数 : 135
・コメント数 : 78

・ストーリーPV 3560

-ヴィーガン寿司体験
https://www.instagram.com/reel/ClEFGpnoKaA/

・PV(本投稿におけるユーザー認知数) : 931PV
・いいね数 : 61
・コメント数 : 31

・ストーリーPV 2734

アンバサダー展開

https://www.instagram.com/p/CnySjzFS990/
https://www.instagram.com/reel/ClEFGpnoKaA/
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人気アンバサダーの方々に受賞作品へご参加頂き、SNSでの情報発信を通じて、
 食かけるプロジェクトの認知度拡大へ繋げました。

アンバサダー展開

プロフィール

「Miss World Japan 2020 
Finalist 特別賞受賞」、「NHK 
World TV & YouTube 
presenter 」等、肩書多数。

東京を拠点とする、写真とコンテンツの
作成に情熱を注ぐマスメディアコミュニ
ケーター兼制作技術者。

Instagram
フォロワー数 8.6万人 18.9万人

EMJインスタ
リーチ数 42,406 38,445

Shizuka Anderson
@xshizzyx

Bunny
@bunnytokyo

プロフィール

日本とナイジェリアの人気ティックトッ
カー。日本の暮らしを紹介するコンテン
ツで知られる。

Instagramのフォロワー数30万人を
誇るインフルエンサー。47都道府県制
覇が夢だと語る程の大の日本好き。

Instagram
フォロワー数 14.1万人 39.9万人

EMJインスタ
リーチ数 407,010 73,449

Jesse Ogundiran
@jesseogn

Cheesie
@cheeserland
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アンバサダー展開

●Instagramでの発信の様子



バーチャルトリップ
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バーチャルトリップ

2021年度の配信課題 2022年度の改善点

【視聴数の伸び悩み】
バーチャルトリップの視聴者数の伸び悩み。
新規集客のための仕掛け作り、プロモーション
方法の構築をしていなかったことから、リアルタ
イムでの視聴者は数十人、累計の再生回数
が1本辺り4,000回程度の再生となった。

【事前広報の強化】
配信プラットフォームはJapan by Foodでの配信を
行った。
制作した動画は登録者数8.4万人のJapan by 
FoodのYoutubeチャンネルにて行い、1本辺りの
動画は2-3万再生回数を狙った。

【配信時間の長さによる視聴疲れ】
バーチャルトリップ自体が1時間程度あり、パ
ソコンやスマホの前で1時間参加してくれる
ユーザーを確保することが困難だった。1時間
程度の長さがあったことから再生回数が伸び
悩んでいた。

配信時間は1時間ではなく、15分以内にした。
Youtubeの「YouTubeプレミア」機能を使って配信。
リアルタイムでコメントを書き込む機能があり、参加者
と双方向でコミュニケーションが取れるようにした。

バーチャルトリップ動画を制作する際は、有名インフル
エンサーがリポーターを務めた。バーチャルトリップの動
画を公開した際、2,908名のフォロワーがいる
EAT！MEET！JAPANのInstagramや、合計
フォロワー数が約66.35万人のEMJ2022のアン
バサダーが拡散し、バーチャルトリップの周知を行った。

バーチャルトリップとは、あらかじめ設定した日時にて、情報発信をする地域と閲覧者である外国人観光客を
Zoom等のオンライン配信ツールで繋ぎ、ファシリテーターが進行する中、英語ガイドが地域を案内しながら配信を
行い、オンラインで観光客が旅を楽しむ仕組みです。

＜2022年度に実施した様子＞

前年度の課題を改善・改良し、視聴回数の増加につなげました。

視聴者は、動画で紹介されている商品を

リアルタイムに購入することができます。

eコマースに掲載されている商品は、送料

無料で提供することができる等の

特典を付ける事により、消費へ繋げてい

きます。

改
善

事業者名 放映日

一般社団法人
八幡浜市ふるさと観光公社

2/6

株式会社石井味噌 2/20

株式会社白壁荘 2/27

株式会社おさだ製茶 3/6

南三陸ワイナリー株式会社 3/13

前年度の4倍近い再生回数となる

19,138再生数を記録

結
果
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一般社団法人八幡浜市ふるさと観光公社

●実施風景

バーチャルトリップ

株式会社石井味噌

和とモダンが織りなす里山の古民家 白壁 株式会社おさだ製茶
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南三陸ワイナリー株式会社

●実施風景

バーチャルトリップ
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１

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

A Day at a Mandarin Orange Farm in Ehime, Shikoku

-愛媛県八幡浜市 みかん収穫・料理体験及びみかん尽くし料理ツアー-

- 実施概要 -

愛媛県八幡浜市 （社）八幡浜市ふるさと観光公社主催のみかん尽くしツアー。
都市圏では味わえない現地に行けるからこその収穫～料理体験～食べ比べなどをワンセットにした
五感でみかん産地を味わい尽くすツアー。
https://www.youtube.com/watch?v=siS-LRvmNhA

- 配信基本情報  -

・配信日時 2023年2月6日（月） 10：00～10：13

・掲載チャンネル : Japan byFood

・配信時間 : 13分 40秒

・事前予約登録数：84

・リアルタイム最大視聴者数 ：123

・アーカイブ視聴回数：19,138回再生（3月17日18：00時点）

【体験コンテンツ】
  
・みかん収穫体験
・搾りたてみかんジュース
・マーマレードづくり体験
・みかん尽くし料理

タイトル

バーチャルトリップ
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2

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

- 視聴データ (Youtube)

・再生回数 19,138再生（3月17日現在 ）
・インプレッション        303,852 (ユーザーに表示された回数)

-視聴者流入傾向-

-女性 6.6%

-男性 93.4%

13-17歳 0.0%

18-24歳 1.1%

25-34歳 33.1%

35-44歳 38.8%

45-44歳 18.2%

55-64歳 6.2%

65歳以上 2.7%

-視聴年代別傾向-

-視聴者国籍-

-視聴者流入傾向-

-チャンネル登録者 60.5%

-チャンネル登録外 39.5%

アメリカ 41.4%

カナダ 9.1%

オーストラリア 5.9%

フィリピン 5.4%

シンガポール 4.2%

その他 34.0%
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3

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

本コンテンツの視聴者の40％は米国ユーザかつ90%以上が男性である。

視聴者のチャンネル登録者内外及び年代・性別の分析を見るに、byFood MCかつアンバサダーである

Shizukaの根強いファンがチャンネル登録者の中の多くを占めると考える。

そして今回の配信にあたり４割近くがチャンネル外ではあり、アンバサダーのcheesyの影響が大きいと思われる。

そして年代別統計を分析する、25~44才の男性がボリュームゾーンであることは、ある程度の収入を有してる層

がファンとなり得やすいという可能性を示唆している。

-視聴者傾向と配信結果まとめ

- 事前告知（Instgram/Facebook2月6日公開）

Facebook（3月17日現在）
URL:https://www.instagram.com/
p/CoTPPk3S-wA/

・インプレッション数      456件
・いいね               3件

Instgram（3月17日現在 ）
URL:https://www.facebook.com/photo/?fb
id=855578295520231&set=a.757414128
669982
・インプレッション数   3,966件
・いいね数                 78件

- 動画視聴者コメント（日本語訳）

・とても楽しそうで、美味しそうでしたね みかん大好きです！！大好きな果物の一つです。でも、このツアーは
季節限定なんですよね？ 冬の間だけ？是非とも行きたいです!

・次の柑橘類の季節には、日本の柑橘類における最大のイノベーション、不知火みかん、デコポンの話題を
しましょうか。柑橘類の王様だと思います。

・素晴らしいエピソードですね 奥に見える景色や島々が美しいです

・いつもchessyは、日本の食を巡る素敵なツアーをいつもされてますね！

・美味しそうなみかんですね  今回も素敵な動画で、とても気に入りました。素敵な動画を本当に
ありがとうございました!!!
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１

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

Ultimate Food Guide: What to Eat in Matsumoto, Nagano!

-長野県松本市 味噌蔵見学・味噌料理体験料理ツアー-

- 実施概要 -

長野県松本市 江戸時代から続く味噌蔵「石井味噌」様を訪れる発酵体験ツアー。
日本の食文化の根幹でもあり、世界からも愛される「味噌」の秘密に迫ります。
歴史ある蔵の見学からお味噌料理まで楽しむツーリズム。
https://www.youtube.com/watch?v=5VQk5G2yqPw&t=8s

- 配信基本情報  -

・配信日時 2023年2月20日（月曜日）10：00～10：14

・掲載チャンネル : Japan byFood

・配信時間 : 14分 21秒

・事前予約登録数：71

・リアルタイム最大視聴者数 ：132

・アーカイブ視聴回数：17,484回再生（3月17日18：00時点）

【体験コンテンツ】
  

・味噌蔵見学
・味噌食べ比べ体験（1年味噌.3年味噌）
・味噌フルコース

タイトル

バーチャルトリップ
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2

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

- 視聴データ (Youtube)

・再生回数 17,484再生（3月17日現在 ）
・インプレッション        226,500 (ユーザーに表示された回数)

-視聴者流入傾向-

-女性 9%

-男性 91%

-視聴年代別傾向-

-視聴者国籍-

-視聴者流入傾向-

-チャンネル登録者 60.6%

-チャンネル登録外 39.4%

アメリカ 41. 6%

カナダ 8.7%

オーストラリア 6.6%

フィリピン 5.6%

シンガポール 4.5%

その他 33.1%

13-17歳 0.0%

18-24歳 5.7%

25-34歳 31.9%

35-44歳 36.7%

45-44歳 18.4%

55-64歳 5.4%

65歳以上 1.9%
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3

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

コメント欄の分析から「味噌」を切り口に「発酵食品」への関心が伺えます。
日本食の浸透による「味噌汁」への感度はもちろん、その製造背景や文化的背景など
食を単なる栄養素として捉えるだけでなく、学びや理解を求めている視聴者が多くなりつつある
傾向が考えられます。これは日本の食を世界に発信する際、機能性はもちろん文化などを踏まえた
情報商材としての価値もより高めていくことで、世界の購買層を動かす可能性の示唆を感じております。

-視聴者傾向と配信結果まとめ

- 事前告知（Instgram/Facebook2月6日公開）

Facebook（3月17日現在）
URL:https://www.facebook.c
om/photo/?fbid=855823415
495719&set=pcb.855823478
829046

・インプレッション数   681件
・いいね               12件

Instgram（3月17日現在 ）
URL:https://www.instagram.com/p/CoURD
bjy2Tk/

・インプレッション数  2,100件
・いいね数                     73件

- 動画視聴者コメント（日本語訳）

・特にお城が綺麗ですね！一度行ってみたいです！そして、静香さんの味覚の素晴らしさにはいつも驚かされます！
映像を見ていると、その美味しい料理が食べたくなってきました。

・先日、味噌汁を飲んでみたところ、ビールを思わせるような独特の風味があることに気づきました。これは味噌汁に
よくある味なのか、それとも私の味覚がいたずらしただけなのか...何か思うところはありますか？ 
面白い動画ですね...。MISO好きです！ 。

・来週、長野に行く予定です！石井味噌の工場に行こうと思っていたのですが、どれくらいの時間をかけるのが
おすすめでしょうか？また、大王わさび農場も訪問しようと思っています。
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１

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

Wasabi Feast! Harvesting Fresh Wasabi in Izu, Shizuoka!

-静岡県伊豆市 わさび収穫体験及びわさび尽くし料理ツアー -

- 実施概要 -

静岡県伊豆市 わさび収穫体験 わさび三昧フルコースツアー 。
日本の食文化を語る上で欠かせない「わさび」を追い求め静岡県伊豆市へ。
美しい水と丁寧に整えられた環境だからこそ育つ最高級ワサビを実際に収穫。
そしてそのワサビを自分ですりおろし、カクテルから料理まですべてわさびのコースを楽しみます。
https://www.youtube.com/watch?v=b0_h1Mtrns8&t=1s

- 配信基本情報  -

・配信日時 2023年2月27日（月曜日）10：00～10：11

・掲載チャンネル : Japan byFood

・配信時間 : 11分 11秒

・事前予約登録数：75

・リアルタイム最大視聴者数 ：112

・アーカイブ視聴回数：20,586回再生（3月17日18：00時点）

【体験コンテンツ】
  

・ワサビ収穫体験
・ワサビフルコース

タイトル

バーチャルトリップ
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2

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

- 視聴データ (Youtube)

・再生回数 20,586再生（3月17日現在 ）
・インプレッション        197,000 (ユーザーに表示された回数)

-視聴者流入傾向-

-女性 7.9%

-男性 92.1%

13-17歳 0.0%

18-24歳 1.6%

25-34歳 32.0%

35-44歳 38.9%

45-44歳 18%

55-64歳 7.0%

65歳以上 2.6%

-視聴年代別傾向-

-視聴者国籍-

-視聴者流入傾向-

-チャンネル登録者 60.7%

-チャンネル登録外 39.3%

アメリカ 41.9%

カナダ 9.2%

オーストラリア 6.3%

フィリピン 6.9%

シンガポール 4.9%

その他 30.9%
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3

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

今回の配信ではフィリピンのユーザーが他の投稿より視聴者として多い傾向がありました。
関東圏はアジアのショートステイのユーザーからも支持があるため、地域への感度の高さが反映された可能性が
あります。「ワサビ」は「寿司」とセットで検索をされ、実は認知度の高い商品のため、米国以外のユーザーを
引き付けた可能性があります。そして今回アンバサダーのShizukaが単独での取材であったことから、
男性のユーザが多くなったことをデータが示しております。これはインフルエンサーの影響と視聴者層の関連性を
示すデータとなりうると考えております。
その他の配信に比べ公開時期からの再生回数を比較しても、最も視聴者数が多い配信であったことから「ワサ
ビ」というコンテンツの注目度の高さを再認識します。

-視聴者傾向と配信結果まとめ

- 事前告知（Instgram/Facebook2月10日公開）

Facebook（3月17日現在）
URLhttps://www.facebook.com/phot
o/?fbid=858611095216951&set=pcb
.858611148550279

・インプレッション数  475件
・いいね            16件

Instgram（3月17日現在 ）
URL:https://www.instagram.com/p/CpCrp
EwST2b/

・インプレッション数 1,975件
・いいね数                 86件

- 動画視聴者コメント（日本語訳）

・わさびの栽培方法、初めて知りました！教えてくださってありがとうございます  静香さん、いつもながら
信じられないくらい素敵です  レインコートにゴム長靴、とっても可愛かったです。
そのわさび鍋はとてもおいしそうですね 。
本当に楽しいビデオでした、いつもありがとうございます、そしてみんな気をつけてください 

・私は休暇を伊豆半島で過ごすことが多かったのですが、伊豆半島のわさびは私の寿司への思いを
変えてくれました。新鮮な本わさびは抜群です

・素晴らしい映像ですね。私は本当にわさび農場を体験したいです。段差のある場所に湧き水が降り注ぐように
設計されているのが好きです。あのホテルとレストランもとても綺麗でした。なんて素敵なエリアなんでしょう
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１

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

The SECRETS of Japanese GREEN TEA: 

Becoming a Tea Master in Shizuoka

-静岡県 オリジナルブレンドティー体験・茶道体験ツアー -

- 実施概要 -

日本一の緑茶生産地静岡県にて、匠の技術に触れるグリンティーツーリズム。世界中から愛される
「グリーンティ」の製造工程から、匠の指導を受けながらオリジナルのフレーバーティーづくりなどを楽しみます。
https://www.youtube.com/watch?v=siS-LRvmNhA

- 配信基本情報  -

・配信日時 2023年3月6日（月曜日）10：00～11：11

・掲載チャンネル : Japan byFood

・配信時間 : 11分 17秒

・事前予約登録者数：54

・リアルタイム最大視聴者数 ：128

・アーカイブ視聴回数：12,009回再生（3月17日18：00時点）

【体験コンテンツ】
  

・お茶工場見学
・オリジナルブランドティー体験
・茶道体験

タイトル

バーチャルトリップ
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2

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

- 視聴データ (Youtube)

・再生回数 12,009再生（3月17日現在 ）
・インプレッション        153,600 (ユーザーに表示された回数)

-視聴者流入傾向-

-視聴年代別傾向-

-視聴者国籍-

-視聴者流入傾向-

アメリカ 46.4%

カナダ 9.5%

オーストラリア 5.3%

フィリピン 5.5%

シンガポール 4.3%

その他 29.0%

13-17歳 0.0%

18-24歳 1.1%

25-34歳 33.1%

35-44歳 38.8%

45-44歳 18.2%

55-64歳 6.2%

65歳以上 2.7%

-チャンネル登録者 60.5%

-チャンネル登録外 39.5%
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3

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

本配信の大きい傾向として「女性比率」が他の配信に比べ高いことでした。仮説として「お茶:Green tea」が
テーマであることによる女性層のユーザが増えたことが考えられます。現在グリーンティー市場は世界的に
拡大しつつあり、スターバックスやチョコレートなどでもグリーンティーは支持があります。
そして「健康」の文脈や「カフェインレス」でも女性とも親和性があります。東京からアクセスのいい静岡県は、
短期滞在の女性層に対しての価値提供ができる地域としての可能性があると十分に考えることができます。

-視聴者傾向と配信結果まとめ

- 事前告知（Instgram/Facebook3月3日公開）

Facebook（3月17日現在）
https://www.facebook.com/phot
o?fbid=872372507174143&set=
pcb.872372543840806

・インプレッション数     345件
・いいね                           1件

Instgram（3月17日現在 ）
URL:https://www.instagram.com/p/CpU
nvJkS6v-/z

・インプレッション数  697件
・いいね数    75件

- 動画視聴者コメント（日本語訳）

・私は玄米茶が大好きです。15年前に初めて日本を訪れたとき、玄米茶に惚れました。今はサンフランシスコの
ジャパンタウンの近くに住んでいて、月に一度、サンフランシスコのジャパンタウンにある「茶陶」というお店で
玄米茶を買っています。このビデオに出てくるサイトをブックマークして、20回目の来日時には必ずツアーに
参加しようと思っています。これからもこのチャンネルの動画を見るのが楽しみです。

・素晴らしい内容ですね。私たち夫婦と息子、娘は7月にマレーシアの家族を訪問する予定ですが、
空港近くの東京に2日ほど滞在する予定です。短い滞在ですが、食事やアクティビティについて何か
アドバイスがあれば教えてください。ありがとうございました。
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１

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

Fresh Oysters and Local Wine! Using Gastronomy to Rebuild 

Tohoku After the 2011 Tsunami

-宮城県 三陸エリア 牡蠣と日本ワインを味わい尽くすローカルツアー

- 実施概要 -

宮城県南三陸町 旬の牡蠣収穫体験から地元醸造のワインを味わい尽くすツアー。
東日本大震災で被災に見舞われた南三陸が舞台。震災を乗り越え、大自然の恵を受けながら
素晴らしい食材を育てる漁師さんや地域の特性を活かしたワイン作りをされてる職人さんから
多くのことを学ばせていただきながら南三陸を味わい尽くします。
https://www.youtube.com/watch?v=Sd5GUJvdTqU

- 配信基本情報  -

・配信日時 2023年3月13日（月曜日）10：00～11：13

・掲載チャンネル : Japan byFood

・配信時間 : 13分 15秒

・事前予約登録数：86

・リアルタイム最大視聴者数 ：136

・アーカイブ視聴回数：7,755回再生（3月17日18：00時点）

【体験コンテンツ】
  

・牡蠣漁体験
・南三陸ワイナリー見学
・牡蠣とワインのフルコース

タイトル

バーチャルトリップ
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2

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

- 視聴データ (Youtube)

・再生回数 7,550再生（3月17日現在 ）
・インプレッション        155,600 (ユーザーに表示された回数)

-視聴者流入傾向-

-女性 9.1%

-男性 90.9%

13-17歳 0.0%

18-24歳 1.1%

25-34歳 29.2%

35-44歳 36.8%

45-44歳 19.8%

55-64歳 10.1%

65歳以上 3.1%

-視聴年代別傾向-

-視聴者国籍-

-視聴者流入傾向-

アメリカ 55.2%

カナダ 10.9%

オーストラリア 5.4%

フィリピン 4.9%

日本 4.0%

その他 19.6%

-チャンネル登録者 64.6%

-チャンネル登録外 35.4%
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3

バーチャルトリップ＜実施レポート＞

本配信は、東日本大震災のあった3月11日の近日であったことと取材地が被災地であったことから、
日本国内のユーザーの視聴も一定数ありました。
合わせて本配信が「酒（ワイン）」がテーマの一つであったため、35歳以上の層に強い支持がありました。
地域性やコンテンツなどにより視聴者層の変化を推測することができます。コメント欄を見るに、
「牡蠣」は世界でも愛される食材でありワインとのマリアージュは国境を越えた支持があります。
このような世界で共通する食材や旅先だからこその食べ方の提案が、世界中の方々に
受け入れられやすい体験造成になりうるのではと考えられます。

-視聴者傾向と配信結果まとめ

- 事前告知（Instgram/Facebook3月11日公開）

Facebook（3月17日現在）
URL:https://www.facebook.com/
photo/?fbid=876569336754460
&set=pcb.876567113421349

・インプレッション数      456件
・いいね                 3件

Instgram（3月17日現在 ）
URL:https://www.instagram.com/p/CpnGjH
QSQzZ/

・インプレッション数  1,451件
・いいね数                  36件

- 動画視聴者コメント（日本語訳）

・今回も素晴らしい配信です。過去の災害で大変な思いをした県を取材してくれるのは嬉しいですね

・チーシーがとても魅力的です.もっとチーシーと静香のコンビを増やしてください!

・牡蠣の収穫の仕方に驚きましたShizuka! そして、牡蠣もワインもとてもおいしそうでした。
動画ありがとうございました

・Shizuka！さんの動画を楽しみました。数年前から拝見していますが、コメントは初めてです。
登録者数10万人突破おめでとうございます！ご活躍をお祈りします。



インバウンドを活用した輸出促進
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インバウンドを活用した輸出促進

プロジェクト
の名称

インバウンドを活用した輸出促進

商品の受付
期間

2022年9月1日（木） ~ 9月30日（金）

商品の
受付数

10 商品程度

商品の登録
要件

下記の登録要件を満たした商品から選定いたします。

・日本食文化を発信する農林水産物・食品（以下、「食品」という）であること。
・日本食文化の魅力を発信するため、複数の商品が組み合わされている（セットとなってい
る）ことが望ましい。
（※セット商品の例：冷凍寿司と日本茶セット、日本酒と地域の伝統食品のセット）

・日本産の食品であること。

・通販サイトに適した食品であること。

・当該事業に参画する通販事業者（全部又はいずれか）の掲載条件に適合すること。

・掲載販売するために必要な対策を講じること（栄養成分検査、菌検査など）。

・売上拡大に繋がる販売促進活動に、積極的に協力すること。

トライアルの
内容

①専門家によるECサイト掲載商品の磨き上げ
・日本食文化を発信する商品ストーリーの構築
・シンガポールでのテストマーケティング（B to C向け）
・商品掲載のサポート

②テストマーケティングを踏まえたEC商品ポイントについて発表
・食かけるプライズ2022の表彰式の同日、同会場にて

●byFood.com

運営会社
URL
主なターゲット

株式会社テーブルクロス
https://www.byfood.com/
個人輸出で、欧米

●YAiCHi

運営会社
URL
主なターゲット

株式会社NEXT81
https://yaichi.co/tc/home
香港

●Oisix、等

運営会社
URL
主なターゲット

オイシックス・ラ・大地株式会社
https://www.oisix.com
香港

●BB Checkout

運営会社
URL
主なターゲット

比比昂株式会社
https://www.bibian.co.jp/
台湾

EC掲載に向けた
意見交換参加

事業者

●トライアルの概要

これまで実施してきた食かけるプロジェクトの取組を踏まえ、インバウンドから輸出へ、さらに輸出からインバウン
ドへという好循環の形成を促進していくため、仕様書の第4留意事項10の規定により農林水産省と協議の
上、仕様書に明記されていない事業として、食かけるプロジェクトの新たな展開となる食体験に関連する商品
の輸出促進に向けたテストマーケティングを実施した。

https://www.byfood.com/
https://yaichi.co/tc/home
https://www.oisix.com/
https://www.bibian.co.jp/
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インバウンドを活用した輸出促進

指定様式の「登録申込書」及び「商品情報シート」に、必要事項をご記載いただき、
“食かけるプロジェクト事務局”（下記）までメールにてご提出くださいませ。
なお、「登録申込書」内に、”どちらのECサイト”に掲載を希望されるか“、を確認させていただく欄がござ
います。ご回答くださいませ。（複数選択可）

※ECサイトの掲載条件によっては、ご希望に沿えない可能性がございます事、ご了承ください。

選定結果の通知：
商品の選定結果は、事務局より電子メールにてお知らせいたします。

「登録申込書」・「商品情報シート」のイメージ

●「登録申込書」及び「商品情報シート」の提出方法
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2022年

9月

10月

11月

12月

2023年

1月

2月

3月

「登録申込書」及び「商品情報シート」に、必要事項を記載

し、事務局へメールで提出

出
品
事
業
者

出
品
事
業
者

事
務
局

事
務
局

出
品
事
業
者

提出された「登録申込書」及び「商品情報シート」に

ついて、専門家の意見を聞きながら順次精査し、商

品を選定

農
林
水

産
省

事
務
局

専門家による選定された食産品の

“磨き上げ”を実施（※）

磨き上げの専門家が

食産品の“磨き上げ”を行います。

各ECサイトの掲載準備（※）

事務局・ECサイト運営会社とやり取りを行っていただ

き、掲載に向けた準備を開始いたします。

各ECサイトへ掲載開始（※）

ご準備が整った食産品から掲載開始となります。

掲載商品の
発表

磨き上げの終了、各ECサイトの掲載準備及び掲載開始の時期は延びる場合があります。

●トライアルのスケジュール
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インバウンドを活用した輸出促進

ECサイト名 : byFood.com

運営会社 : 株式会社テーブルクロス

URL : https://www.byfood.com

主なターゲット ： 個人輸出で、欧米

事業紹介

株式会社テーブルクロスが運営する訪日外国人観光客に向けた日本国内の特別な食と体験商品を
提供するグルメプラットフォーム。当プラットフォームでは、ブログ・YouTubeなどのメディアで「訪日前の情
報収集」、450商品を超える日本各地の食体験の予約やレストラン予約サービスを通じて「日本滞在
中の食体験」、そして今回オープンするEコマースで「滞在後、自国での食体験」を提供し、“日本の食は
byFoodを見たら問題ない！”と感じていただけるようなワンストップサービスを目指しています。

掲載フォーマット

掲載条件

食品はもちろん、酒類などの飲料や食器・テーブルウエアなどの小物まで、「日本の食」に関する商品
を取り揃えています。

•常温輸送が可能であること。
•賞味期限が2か月以上の商品。
•アルコール類など、商品によっては各国の規制に従い販売国を制限する必要があります。

・カテゴリー
・商品写真
・商品詳細
（商品特徴、食事制限、お召し上がり方など）

・産地情報
・生産者情報、等

●越境ECサイトの概要

https://www.byfood.com/
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事業紹介

“YAiCHi”は、香港の居住者、訪日旅行者が利用する「正規日本製品の販売に特化」したショッピン
グサイトです。2020年、日本の農林水産物の最大輸出先は香港でした。香港にいながら、日本中を
旅行しながら、お客様が“YAiCHi”で商品を見ながら購入することが可能です。香港へ輸送する際䛾
面倒な輸出手続き䛿“YAICHI”が全て代行します。
今後、日本への往来再開アナウンスが入ると、会員数の急増が予想されています。

掲載フォーマット

掲載条件

現在、掲載NGとなる食品はございません。
※輸入検疫上NGなもの以外は特に問題ございません。

ECサイト名 : YAiCHi

運営会社 : 株式会社NEXT81

URL : https://yaichi.co/tc/home

主なターゲット ： 香港

●越境ECサイトの概要

https://yaichi.co/tc/home
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インバウンドを活用した輸出促進

事業紹介

“Oisix”を基盤として、“大地を守る会”、“RadishBoya”との経営統合等により、飛躍的に事業規
模を拡大してきました。海外展開についても米国の“Purple Carrot”を買収し着実に進展しています。
 有機・特別栽培野菜、添加物を極力使わない加工食品など安心・安全に配慮した食品の定期宅配
サービスを「Oisix(おいしっくす)」 「らでぃっしゅぼーや」 「大地を守る会」の3ブランドで提供しています。「
これからの食卓、これからの畑」を理念に掲げ、食に関する社会課題をビジネスの手法で解決する事業
を推進しています。

掲載フォーマット

掲載条件

・弊社と売買基本契約を締結している事業者様
（現在直接取引口座開設につきまして制限をしている状況で、
 場合によりまして仲卸を介して仕入れをさせていただく場合がございます）

※ 新規お取引先様の場合、与信審査を行わせていただきます

・弊社商品安全基準をクリアした商品であること
https://www.oisix.com/shop.g6--aboutus--ser_kijun__html.htm

・商品の取り扱いに際しましては、商品毎に弊社社内および、第三者機関「食質監査委員会」にて審査をさせ
ていただきます。

・商品によりましては、製造工程書、産地証明書、畜産チェック表、家畜の投薬記録、えさ調査書などの資料
を添付いただく場合がございます。

ECサイト名 : Oisix、RadishBoya、等

運営会社 : オイシックス・ラ・大地株式会社

URL : https://www.oisix.com

主なターゲット ： 香港

●越境ECサイトの概要

https://www.oisix.com/shop.g6--aboutus--ser_kijun__html.htm
https://www.oisix.com/shop.g6--aboutus--ser_kijun__html.htm
https://www.oisix.com/shop.g6--aboutus--ser_kijun__html.htm
https://www.oisix.com/shop.g6--aboutus--ser_kijun__html.htm
https://www.oisix.com/shop.g6--aboutus--ser_kijun__html.htm
https://www.oisix.com/


- 120 -

食かけるプロジェクト2022 報告書

インバウンドを活用した輸出促進

事業紹介

BB Checkoutは、PChomeグループのBibianが運営しています。台湾ECにおける最大手上場企業
であり、会員数は1,200万人、取り扱い商品は500万以上にもなります。日本国内販売と同じ流れで
越境ECできるサービスです。

掲載フォーマット

掲載条件
【1.輸入禁止リスト】
A.すべての植物/果物/野菜

種子（にんにく、アスパラ、米、小麦、豆製品、木や葉などの植物）
加工後のものは可能(茶、黒ニンニクなど)

B. 生鮮食品または冷凍食品
生鮮食品、生肉、その他の肉製品、ペットフード（原材料に肉が含まれているものは不可）

C. 食品生産地における規制
福島県・栃木県・茨城県・群馬県・千葉県の5つの地域で生産した飲食品

【2.賞味期限】
1ヶ月以上

【3.卸販売対応不可】
台湾のお客様から注文を頂いたら、代理購入させて頂く仕組みとなります

【4.希望ジャンル】
お菓子 ・ 缶詰め ・ ご当地インスタントラーメン ・ 洋菓子/和菓子/スイーツ手土産

【明記必須項目】
1.商品の特徴
2.成分および産地
3.賞味期限
4.最大購入数
5.納期
6.商品画像

【希望明記項目】
1.通販サイト

ECサイト名 : BB Checkout 

運営会社 : 比比昂株式会社

URL : https://www.bibian.co.jp/

主なターゲット ： 台湾

●越境ECサイトの概要

https://www.bibian.co.jp/
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インバウンドを活用した輸出促進

2022年８月12日
関係各位

食かけるプロジェクト運営事務局
株式会社ＪＴＢ

インバウンドを活用した輸出促進 意見交換
（次 第）

■ご挨拶（農林水産省）

■参加者のご紹介（通販による輸出の取り組み）
・株式会社テーブルクロス
・YAiCHi（株式会社NEXT81）
・オイシックス・ラ・大地株式会社
・比比昴株式会社（PChome Bibian Inc）

■事業概要

■今後の推進スケジュール
食かけるプロジェクト商品（事業者）の発掘、開発（９月～２月）
・参加される越境ＥＣサイト事業者の掲載のための条件整理
商品カテゴリー、商品スペック、供給量、歩率等

↓
・条件に合った商品の発掘、開発（１０商品程度）
食かけるプロジェクトプライズ受賞事業者・運営事務局（ＪＴＢ）からの推薦事業者
参加される越境ＥＣ事業者等から

↓
・サイト掲載（販売開始時期）１０月～２月
・B to C向けＰＲ／B to B向けＰＲ（１０月～２月）
・「食かけるプライズ」等での公表（２月）

以上

インバウンドを活用した輸出促進 意見交換
参加者一覧

■参加者のご紹介

〇株式会社テーブルクロス 城宝社長・上野様

〇YAiCHi:株式会社NEXT81 特別顧問／株式会社霆馭 取締役 森川 様

〇オイシックス・ラ・大地株式会社 関谷副事業部長 様・ 武正副事業部長 様・
 高橋様

〇比比昴株式会社（PChome Bibian Inc） 高橋 様

●インバウンドを活用した輸出促進 意見交換
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シンガポールテストマーケティング

期 間 2022年12月22日~26日

場 所 Jurong West Central 2, Jurong Point, シンガポール

実施内容 販売員による試食PR / 消費者調査（8パッケージ商品の評価）

アンケート回答数 329件

出品商品 8 SET（右記）

【WAttention Plaza】

日本関連の物産展や即売会、試食試
飲会や各種プロモーションなどの催事を
運営できる常設のテストマーケティング
場です。場所は、シンガポール西部、
Boonlay駅直結の西部地区では最
大規模のショッピングセンター「Jurong 
Point」内の一角となります。

食かけるプロジェクトご関係者に告知し、ご応募頂いた商品の中から8セットの商品を選定。それらの商品を、
シンガポールのショッピングセンター「Jurong Point」内、「Watention Plaza」で5日間のテストマーケティング

を実施し、売上やアンケート調査を元に、現地一般消費者のニーズや嗜好性といった「生の声」を把握し、今
後の海外向け商品の改良や現地における販路開拓に繋げました。

実施風景

●シンガポール テストマーケティング
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セット商品一覧

No 商品名
価格

（シンガポール＄）
アンケート
回答数

1 京都抹茶とスィーツセット
（試食あり）

$70 74 件

2
おでんと日本酒の缶セット
（試食なし）

$30 53 件

3
日本直送！刺身４種盛り合わせセット
（試食なし）

$80 15 件

4
冷凍押しずしとお茶セット
（試食あり）

$60 41 件

5
京茶漬けセット
（試食なし）

$110 20 件

6
北海道美瑛産おにぎりなど詰め合わせセット
（試食あり）

$35 46 件

7
京野菜のおばんざいセット
（試食あり）

$70 39 件

8
山柿庵やま柿
（試食なし）

$35 41 件

シンガポールテストマーケティング
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販売実績（小分け売り）

商品名
価格

（シンガポール＄）
売上個数

売上金額
（シンガポール

$）

抹茶スターロール
$ 29.10 2 $ 58.20 

宇治抹茶グリーンティ 150g $ 7.70 3 $ 23.10 

有機宇治抹茶 30g $ 12.00 3 $ 36.00 

一合缶 純米吟醸 ケトハレ（銘柄：褻と霽れ） $ 14.60 7 $ 102.20 

一合缶 純米吟醸 富士錦（銘柄：富士錦） $ 14.60 6 $ 87.60 

長良（ながら） $ 12.00 1 $ 12.00 

冷凍押し寿司（焼サバ） $ 25.70 1 $ 25.70 

冷凍押し寿司（エビ） $ 25.70 3 $ 77.10 

冷凍押し寿司（うなぎ） $ 38.60 3 $ 115.80 

びえいの丘めし 五目ごはん（アルファ米） $ 10.30 1 $ 10.30 

びえいの丘めし ドライカレー(アルファー米） $ 10.30 1 $ 10.30 

びえいの丘めし おにぎり 鮭(アルファー米） $ 6.90 4 $ 27.60 

丘のおかし あずき（フリーズドライ） $ 7.70 2 $ 15.40 

売上総合計 ー 37 $ 601.30 

シンガポールテストマーケティング
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4.1%

85.1%

10.8%

36.5%

41.9%

18.9%

1.4% 1.4%

No1.京都抹茶とスィーツセット

■5（とても美味しい）
■4
■3
■2
■1（美味しくない）

このパッケージ商品にお茶と日本酒をセットにした場合、購入したいですか？

■お茶・日本酒共にセットで購入したい
■お茶とセットで購入したい
■日本酒とセットで購入したい
■お茶・日本酒共にセットで購入したくない
■どちらともいえない

お召し上がりになられた食品の「内容量」について３段階でご評価ください。 お召し上がりになられた食品の  「価格」について5段階でご評価ください。
（※5：高い / 1：安い）

通販サイトにて購入したいと思いますか？
（※5：必ず買いたい / 1：買いたくない）

● 少し高価です。$20くらいが妥当でしょう。

●
ケーキはあっさりですが、ほうじ茶の味がしません。 抹茶が強い様に思い
ます。

●
ほうじ茶はあまり味わえませんでしたが、抹茶ロールケーキも抹茶も美味
しいです。

● 抹茶はとても良いです。

● 美味しいケーキです。

●
ほうじ茶ロールの味はあまり強くなく、抹茶ロールは風味豊かで美味しい
です。

● 日本の食べものは美味しく、そして健康的です

お召し上がりになられた食品の「味」について5段階でご評価ください。
（※5：とても美味しい / 1：美味しくない）

■多い
■適当
■少ない

ご感想や、お気づきな点があれば、ご記入ください。

試食：あり

回答数：74件

販売価格：$70

23.0%

45.9%

27.0%

2.7% 1.4%

18.9%

27.0%
35.1%

9.8%

9.8%

13.5%

47.3%
13.5%

13.5%

12.2%

■5（高い）
■4
■3  
■2
■1（安い）

■5（必ず買いたい）
■4
■3
■2
■1（買いたくない）

シンガポールテストマーケティング アンケート結果
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No2.おでんと日本酒の缶セット

このパッケージ商品にお茶と日本酒をセットにした場合、購入したいですか？

お召し上がりになられた食品の「内容量」について３段階でご評価ください。 お召し上がりになられた食品の  「価格」について5段階でご評価ください。
（※5：高い / 1：安い）

通販サイトにて購入したいと思いますか？
（※5：必ず買いたい / 1：買いたくない）

お召し上がりになられた食品の「味」について5段階でご評価ください。
（※5：とても美味しい / 1：美味しくない）

ご感想や、お気づきな点があれば、ご記入ください。

試食：あり

回答数：53件

販売価格：$30

4.1%
5.7%

● パッケージが更にデザイン的であれば良いと思います。

●
缶のデザインを改善する必要があります。 あまり印象的ではないと思い
ます。

● 興味深いコンセプトでした。

● 小皿料理とお酒を合わせるのもいいですね。

●
酒だけを試しました。 美味しいけどあまり量は飲めません。 友達と共有
します。

● 値段が合えば購入します。

26.8%

46.3%

22.0%

4.9%

22.6%

18.9%

22.6%

9.4%

26.4%

5.7%

77.4%

17.0%
14.6%

48.8%

26.8%

7.3%

2.4%

11.3%

47.2%

26.4%

3.8% 11.3%

■5（とても美味しい）
■4
■3
■2
■1（美味しくない）

■お茶・日本酒共にセットで購入したい
■お茶とセットで購入したい
■日本酒とセットで購入したい
■お茶・日本酒共にセットで購入したくない
■どちらともいえない

■多い
■適当
■少ない

■5（高い）
■4
■3  
■2
■1（安い）

■5（必ず買いたい）
■4
■3
■2
■1（買いたくない）

シンガポールテストマーケティング アンケート結果
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No3.日本直送！刺身４種盛り合わせセット

このパッケージ商品にお茶と日本酒をセットにした場合、購入したいですか？

食品の  「価格」について5段階でご評価ください。
（※5：高い / 1：安い）

通販サイトにて購入したいと思いますか？
（※5：必ず買いたい / 1：買いたくない）

ご感想や、お気づきな点があれば、ご記入ください。

試食：なし

回答数：15件

販売価格：$80

6.7%

6.7%

商品パッケージの「見た目」について5段階でご評価ください。
（※5：とても良い / 1：悪い）

● 良い食べ物です。

●
ここには食べ物の刺身がたくさんありますので、冷凍の刺身を買う意
味はありません。

どのくらいの価格で購入したいと思いますか？（SGD通貨でお答えください）

0

1

2

3

4

$1~$10 $11~$21 $21~$30 $31~$40 $41~$50 $51以上

40.0%

33.3%

20.0%

6.7%

13.3%

40.0%

6.7%

40.0%

40.0%

40.0%

13.3%

6.7%

13.3%

26.7%

46.7%

13.3%

■5（とても良い）
■4
■3
■2
■1（悪い）

■お茶・日本酒共にセットで購入したい
■お茶とセットで購入したい
■日本酒とセットで購入したい
■お茶・日本酒共にセットで購入したくない
■どちらともいえない

■5（高い）
■4
■3  
■2
■1（安い）

■5（必ず買いたい）
■4
■3
■2
■1（買いたくない）

シンガポールテストマーケティング アンケート結果
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No4.冷凍押しずしとお茶セット

このパッケージ商品にお茶と日本酒をセットにした場合、購入したいですか？

お召し上がりになられた食品の「内容量」について３段階でご評価ください。

通販サイトにて購入したいと思いますか？
（※5：必ず買いたい / 1：買いたくない）

お召し上がりになられた食品の「味」について5段階でご評価ください。
（※5：とても美味しい / 1：美味しくない）

ご感想や、お気づきな点があれば、ご記入ください。

試食：あり

回答数：41件

販売価格：$60

● 価格が安くなることを願っています。

●
容器が透けて、中の食べ物が見えると良いと思います。 購入の参考に
なります。

●
冷凍寿司は本当に美味しいです。ポーションサイズを増やしてもいいかも
しれません。

●
具材よりお米が多めなのかもしれませんが、とても香ばしくて美味しかった
です！

●
ウナギとサバは良いと思いますが、サーモンとエビは競争力を維持するた
めに大幅に改善する必要があるように思いました。

● 鯖寿司はとても美味しかったです。

● おいしい！味が好きです。

46.3%

34.1%

17.1%

2.4%

19.5%

24.4%

9.8%

46.3%

14.6%

75.6%

9.8%

31.7%

36.6%

31.7%

22.0%

29.3%
29.3%

9.8%

9.8%

■5（とても美味しい）
■4
■3
■2
■1（美味しくない）

■お茶・日本酒共にセットで購入したい
■お茶とセットで購入したい
■日本酒とセットで購入したい
■お茶・日本酒共にセットで購入したくない
■どちらともいえない

■多い
■適当
■少ない

■5（高い）
■4
■3  
■2
■1（安い）

■5（必ず買いたい）
■4
■3
■2
■1（買いたくない）

お召し上がりになられた食品の  「価格」について5段階でご評価ください。
（※5：高い / 1：安い）

シンガポールテストマーケティング アンケート結果
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No5.京茶漬けセット

このパッケージ商品にお茶と日本酒をセットにした場合、購入したいですか？

食品の  「価格」について5段階でご評価ください。
（※5：高い / 1：安い）

通販サイトにて購入したいと思いますか？
（※5：必ず買いたい / 1：買いたくない）

ご感想や、お気づきな点があれば、ご記入ください。

商品パッケージの「見た目」について5段階でご評価ください。
（※5：とても良い / 1：悪い）

どのくらいの価格で購入したいと思いますか？（SGD通貨でお答えください）

試食：なし

回答数：20件

販売価格：$110

5%

5%

0

1

2

3

4

● とても素敵なパッケージですが、価格が少し高すぎます

25.0%

45.0%

25.0%

5.0%
15.0%

20.0%

15.0%15.0%

35.0%

30.0%

40.0%

15.0%

10.0%

5.0%

5.0%

30.0%

25.0%

15.0%

25.0%

■5（とても良い）
■4
■3
■2
■1（悪い）

■お茶・日本酒共にセットで購入したい
■お茶とセットで購入したい
■日本酒とセットで購入したい
■お茶・日本酒共にセットで購入したくない
■どちらともいえない

■5（高い）
■4
■3  
■2
■1（安い）

■5（必ず買いたい）
■4
■3
■2
■1（買いたくない）

シンガポールテストマーケティング アンケート結果
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No6.北海道美瑛産おにぎりなど詰め合わせセット

このパッケージ商品にお茶と日本酒をセットにした場合、購入したいですか？

お召し上がりになられた食品の「内容量」について３段階でご評価ください。 お召し上がりになられた食品の  「価格」について5段階でご評価ください。
（※5：高い / 1：安い）

通販サイトにて購入したいと思いますか？
（※5：必ず買いたい / 1：買いたくない）

お召し上がりになられた食品の「味」について5段階でご評価ください。
（※5：とても美味しい / 1：美味しくない）

試食：あり

回答数：46件

販売価格：$35

● 美味しいです！

● ありがとうございます。

26.1%

54.3%

17.4%

2.2%

28.3%

28.3%

2.2%

6.5%

34.8%

4.3%

76.1%

19.6%

19.6%

37.0%

39.1%

2.2% 2.2%

19.6%

28.3%37.0%

4.3% 10.9%

■5（とても美味しい）
■4
■3
■2
■1（美味しくない）

■お茶・日本酒共にセットで購入したい
■お茶とセットで購入したい
■日本酒とセットで購入したい
■お茶・日本酒共にセットで購入したくない
■どちらともいえない

■多い
■適当
■少ない

■5（高い）
■4
■3  
■2
■1（安い）

■5（必ず買いたい）
■4
■3
■2
■1（買いたくない）

シンガポールテストマーケティング アンケート結果
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No7.京野菜のおばんざいセット

このパッケージ商品にお茶と日本酒をセットにした場合、購入したいですか？

お召し上がりになられた食品の「内容量」について３段階でご評価ください。 お召し上がりになられた食品の  「価格」について5段階でご評価ください。
（※5：高い / 1：安い）

通販サイトにて購入したいと思いますか？
（※5：必ず買いたい / 1：買いたくない）

お召し上がりになられた食品の「味」について5段階でご評価ください。
（※5：とても美味しい / 1：美味しくない）

ご感想や、お気づきな点があれば、ご記入ください。

試食：あり

回答数：39件

販売価格：$70

● 少ししょっぱいです。

● とても美味しいのですが、高すぎる気がします！

● とても良いです。

● 食べ物は美味しいので、適切な価格で購入を検討します。

●
パッケージが4人で十分とした場合、70シンガポールドルが適正価格
です。

● 京都は素敵な野菜で有名です。

● 高すぎるように思います。

● 価格が適正であれば、間違いなく商品を購入します。

35.9%

43.6%

15.4%

5.1%

23.1%

12.8%

7.7%

7.7%

48.7%

23.1%

51.3%

25.6%

35.9%

38.5%

25.6%

7.7%

35.9%

30.8%

12.8%

12.8%

■5（とても美味しい）
■4
■3
■2
■1（美味しくない）

■お茶・日本酒共にセットで購入したい
■お茶とセットで購入したい
■日本酒とセットで購入したい
■お茶・日本酒共にセットで購入したくない
■どちらともいえない

■多い
■適当
■少ない

■5（高い）
■4
■3  
■2
■1（安い）

■5（必ず買いたい）
■4
■3
■2
■1（買いたくない）

シンガポールテストマーケティング アンケート結果
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No8.山柿庵やま柿

このパッケージ商品にお茶と日本酒をセットにした場合、購入したいですか？

食品の  「価格」について5段階でご評価ください。
（※5：高い / 1：安い）

通販サイトにて購入したいと思いますか？
（※5：必ず買いたい / 1：買いたくない）

ご感想や、お気づきな点があれば、ご記入ください。

商品パッケージの「見た目」について5段階でご評価ください。
（※5：とても良い / 1：悪い）

どのくらいの価格で購入したいと思いますか？（SGD通貨でお答えください）

試食：なし

回答数：41件

販売価格：$35

0

5

10

15

20

25

$1~$10 $11~$20 $21~$30 $31以上

● お茶は私にピッタリでした。

● 味については問題ありませんが、少し高いように思います。

● パッケージはさらに美しくできる様に思います。

● 柿が薄すぎます。 厚みのあるスライスの方が食感と味に優れています。

● サイズが非常に小さく、シンガポール人に適しているはずです

● 少し地味な様に感じました。

● パッケージは非常にシンプルに見えて、実は凝っているように思えました。

● 柿は薄切りです。

17.1%

36.6%

39.0%

7.3%

12.2%

34.1%

12.2%

12.2%

29.3%

19.5%

36.6%

31.7%

7.3%

4.9%

9.8%

26.8%

43.9%

2.4%
17.1%

■5（とても良い）
■4
■3
■2
■1（悪い）

■お茶・日本酒共にセットで購入したい
■お茶とセットで購入したい
■日本酒とセットで購入したい
■お茶・日本酒共にセットで購入したくない
■どちらともいえない

■5（高い）
■4
■3  
■2
■1（安い）

■5（必ず買いたい）
■4
■3
■2
■1（買いたくない）

シンガポールテストマーケティング アンケート結果
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サンプル数：1053件
集計期間：2023年2月16日（木）～22日（水）
※全問必須回答のため、全ての質問の母数は同一

食かけるプロジェクト2022
8ヶ国オンラインアンケート調査に関する報告書
～訪日旅行と日本食に関するアンケート～

2023年3月13日（月）

アメリカ 117 中国 112

タイ 157 台湾 139

豪州 112 香港 117

フランス 187 シンガポール 112

Q1.回答者の性別

39.0%

27.7%

37.4%

54.7%

29.3%

42.9%

41.9%

42.9%

39.0%

59.0%

72.3%

61.2%

41.9%

69.4%

55.4%

53.8%

53.6%

59.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ALL

台湾

タイ

アメリカ

フランス

男性 女性 その他 答えたくない

選択肢（単一選択）
ALL

（n=1053）

中国

（n=112）

台湾

（n=139）

香港

（n=117）

タイ

（n=157）

シンガポール

（n=112）

アメリカ

（n=117）

オーストラリア

（n=112）

フランス

（n=187）

10代 0.4% 0.0% 0.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 1.1%

20代 2.9% 1.8% 1.4% 0.9% 2.5% 2.7% 3.4% 4.5% 5.3%

30代 18.1% 96.4% 7.2% 7.7% 5.7% 8.9% 7.7% 8.9% 13.9%

40代 19.4% 1.8% 33.1% 28.2% 16.6% 17.9% 10.3% 16.1% 25.1%

50代 27.4% 0.0% 33.8% 36.8% 40.1% 35.7% 25.6% 21.4% 21.9%

60代 23.8% 0.0% 19.4% 17.1% 30.6% 28.6% 32.5% 37.5% 23.5%

70代以上 6.2% 0.0% 2.9% 1.7% 4.5% 5.4% 17.9% 8.0% 8.6%

答えたくない 1.8% 0.0% 1.4% 7.7% 0.0% 0.9% 2.6% 2.7% 0.5%

Q2.回答者の年代

Fun Japan Communications
電話：03-4567-6329

メール：sales@fj-com.co.jp
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選択肢（単一選択）
ALL

（n=1053）

中国

（n=112）

台湾

（n=139）

香港

（n=117）

タイ

（n=157）

シンガポール

（n=112）

アメリカ

（n=117）

オーストラリア

（n=112）

フランス

（n=187）

0回 18.7% 0.0% 3.6% 1.7% 12.1% 11.6% 47.0% 23.2% 41.2%

1回 11.5% 4.5% 4.3% 0.0% 8.9% 9.8% 16.2% 25.9% 19.8%

2回 12.3% 27.7% 3.6% 4.3% 10.2% 14.3% 12.8% 11.6% 15.5%

3回 9.8% 28.6% 9.4% 4.3% 10.8% 10.7% 3.4% 8.9% 5.3%

4回 6.0% 16.1% 1.4% 1.7% 12.7% 5.4% 4.3% 4.5% 2.7%

5回 6.3% 10.7% 9.4% 6.0% 8.3% 7.1% 1.7% 6.3% 2.1%

6回 4.6% 8.9% 6.5% 6.0% 3.8% 5.4% 1.7% 4.5% 1.6%

7回 2.8% 1.8% 3.6% 2.6% 4.5% 7.1% 0.9% 0.9% 1.6%

8回 3.0% 1.8% 2.9% 10.3% 3.2% 6.3% 0.0% 0.0% 1.1%

9回 1.2% 0.0% 2.2% 0.9% 3.2% 2.7% 0.0% 0.0% 0.5%

10回以上 23.7% 0.0% 53.2% 62.4% 22.3% 19.6% 12.0% 14.3% 8.6%

Q3.過去の訪日回数

全体では、8割の回答者が訪日経験が1回以上ある。訪日経験がない2割の内、国別に見ると、日
本から地理的に遠いアメリカとフランスは訪日回数が0回の回答者が4割であった。一方、台湾と香港
の回答者は、訪日回数10回以上が5割以上いた。

4. 新型コロナウィルス感染症拡大後、食に関する意識にどのような変化がありましたか？（最大３つまで）

選択肢（複数選択）
ALL

（n=1053）

中国

（n=112）

台湾

（n=139）

香港

（n=117）

タイ

（n=157）

シンガポール

（n=112）

アメリカ

（n=117）

オーストラリア

（n=112）

フランス

（n=187）

食事の品質を重視するようになった 32.2% 49.1% 30.9% 35.9% 33.8% 34.8% 22.2% 21.4% 30.5%

健康的な食事を重視するようになった 30.4% 44.6% 19.4% 19.7% 35.0% 43.8% 33.3% 17.9% 30.5%

栄養の摂れる食事を重視するようになった 23.9% 48.2% 19.4% 21.4% 39.5% 28.6% 24.8% 11.6% 5.3%

食材・メニューの背景にある文化やストーリーを

重視するようになった
20.3% 38.4% 20.1% 23.9% 12.1% 23.2% 14.5% 13.4% 20.3%

サスティナブル（環境や人々の暮らしに配慮した

持続可能）な食事を志向するようになった
18.0% 27.7% 21.6% 20.5% 15.9% 20.5% 13.7% 16.1% 12.3%

食事にかける予算を削減するようになった 11.7% 26.8% 2.9% 2.6% 10.8% 10.7% 16.2% 12.5% 12.8%

その他 2.0% 2.7% 2.2% 1.7% 1.3% 0.9% 4.3% 1.8% 1.6%

新型コロナウイルス前後で特に意識に変化はない 36.7% 1.8% 48.9% 43.6% 26.1% 31.3% 41.9% 52.7% 43.3%

Q4.新型コロナウィルス感染症拡大後、食に関する意識の変化

「食事の品質」「健康的な食事」「食材・メニューの背景にある文化やストーリー」を重視する
ようになったという回答が多い一方で、食事にかける予算を削減（節約志向）する回答者
は少なかった。多くの国では半数近くが、特に意識に変化を感じていなかった。
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5. あなたの考える日本食の魅力は何ですか？（最大３つまで）

選択肢（複数選択）
ALL

（n=1053）

中国

（n=112）

台湾

（n=139）

香港

（n=117）

タイ

（n=157）

シンガポール

（n=112）

アメリカ

（n=117）

オーストラリア

（n=112）

フランス

（n=187）

美味しい 50.8% 24.1% 43.2% 51.3% 45.2% 46.4% 67.5% 50.0% 69.5%

食材が新鮮 46.7% 38.4% 36.0% 71.8% 50.3% 58.9% 50.4% 49.1% 29.9%

地域の風土に根付いた郷土料理がある 46.0% 28.6% 57.6% 34.2% 38.9% 49.1% 43.6% 58.0% 53.5%

見た目・盛り付けが綺麗 38.8% 23.2% 41.7% 28.2% 23.6% 44.6% 53.8% 60.7% 39.6%

日本産の地域の食材 31.7% 33.9% 59.7% 68.4% 43.9% 26.8% 2.6% 8.9% 11.2%

栄養バランスが良い 20.8% 37.5% 5.0% 7.7% 28.0% 27.7% 27.4% 19.6% 17.1%

自国では食べられない目新しさがある 16.0% 28.6% 17.3% 14.5% 16.6% 11.6% 9.4% 9.8% 18.7%

サスティナブル （環境や人々の暮らし

に配慮した持続可能な食事）である
12.0% 33.0% 12.2% 6.8% 15.9% 8.9% 14.5% 8.9% 1.1%

その他 1.3% 0.9% 0.7% 0.0% 1.3% 1.8% 3.4% 1.8% 1.1%

日本食に特に魅力は感じていない 0.2% 0.0% 0.7% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

Q5.日本食の魅力

全体では「おいしい」「食材が新鮮」「郷土料理があること」へ魅力を感じる回答者が多かっ
た。台湾・香港の回答者は他国と比べて「地域の食材」に魅力を感じている一方、「栄養
バランスの良さ」は求めていない傾向が見られた。欧米豪は「地域の食材」へ魅力を感じて
いる割合は低いが「美味しさ」に特に魅力を感じている傾向が見られた。

6. 日本の食・食文化に関して今後知りたい情報を教えてください。（最大３つまで）

選択肢（複数選択）
ALL

（n=1053）

中国

（n=112）

台湾

（n=139）

香港

（n=117）

タイ

（n=157）

シンガポール

（n=112）

アメリカ

（n=117）

オーストラリア

（n=112）

フランス

（n=187）

日本旅行中に食・食文化を楽しむ

モデルルート
43.6% 21.4% 58.3% 47.9% 69.4% 50.9% 24.8% 42.9% 29.4%

地域の郷土料理に関する情報

（味、食材、食べ方等）
39.6% 25.0% 40.3% 33.3% 35.0% 40.2% 36.8% 42.9% 55.1%

地域の食文化・歴史、ストーリー 33.9% 32.1% 28.1% 28.2% 22.9% 41.1% 55.6% 43.8% 28.3%

日本で流行している料理、食事メ

ニュー
26.7% 23.2% 33.8% 34.2% 30.6% 30.4% 34.2% 16.1% 15.0%

地域の人気店に関する情報 25.7% 20.5% 29.5% 29.9% 36.9% 29.5% 12.8% 23.2% 21.4%

地域の食・食文化体験コンテンツ

の情報
23.9% 23.2% 28.8% 26.5% 20.4% 25.0% 29.1% 24.1% 18.2%

季節や時節をとらえた旬な情報 22.4% 20.5% 16.5% 22.2% 24.2% 19.6% 23.9% 24.1% 26.2%

地域の食・食文化体験コンテンツ

の予約サイト情報
16.0% 19.6% 22.3% 39.3% 11.5% 10.7% 9.4% 8.9% 9.6%

地域の食品を購入できるＥＣサイ

トの情報
15.1% 18.8% 13.7% 14.5% 10.2% 10.7% 16.2% 5.4% 26.2%

健康や栄養に関する情報 9.8% 24.1% 1.4% 3.4% 11.5% 12.5% 12.0% 7.1% 8.6%

日本の発酵食品に関する情報 8.2% 21.4% 6.5% 3.4% 1.3% 3.6% 8.5% 7.1% 13.4%

その他 0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 0.9% 0.9% 0.0%

特に知りたい情報はない 3.0% 0.0% 2.2% 0.9% 3.2% 1.8% 3.4% 8.9% 3.7%

Q6.日本の食・食文化に関して今後知りたい情報

「食・食文化を楽しむモデルルート」はアジア諸国の回答者に人気であった。アジア諸国では、
同様の選択肢に回答が集める傾向にあるが、欧米豪では回答にユニークさが現れた。香港
は他国と比較して「地域の食コンテンツの予約サイト情報」を知りたい回答者が多かった。
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7. （2022年10月の訪日旅行再開を受け、）あなたが今後訪日旅行をする場合、行きたい・関心のある場所を教えてください。（最大３つまで）

選択肢（複数選択）
ALL

（n=1053）

中国

（n=112）

台湾

（n=139）

香港

（n=117）

タイ

（n=157）

シンガポール

（n=112）

アメリカ

（n=117）

オーストラリア

（n=112）

フランス

（n=187）

雪や花、海など、自然体験ができ

る都市
65.1% 42.0% 72.7% 82.1% 82.8% 64.3% 55.6% 50.9% 63.1%

城下町など古い日本の街並みが見

られる都市
60.6% 31.3% 79.1% 73.5% 57.3% 63.4% 69.2% 65.2% 49.2%

東京、大阪、名古屋、京都など、

ゴールデンルートの観光都市
49.2% 51.8% 38.1% 46.2% 45.2% 51.8% 56.4% 54.5% 51.9%

大都市ではない農山漁村地域 46.0% 36.6% 54.7% 41.0% 49.7% 50.9% 44.4% 52.7% 39.0%

テーマパークのある観光都市 13.0% 40.2% 7.2% 12.0% 11.5% 13.4% 4.3% 7.1% 11.8%

リゾートのある観光都市 11.0% 37.5% 10.1% 12.8% 9.6% 10.7% 4.3% 6.3% 3.2%

その他 6.6% 0.0% 5.0% 5.1% 3.8% 5.4% 12.8% 7.1% 11.2%

Q7.（2022年10月の訪日旅行再開を受け）訪日旅行をする場合に行きたい・関心のある場所

全体として「自然体験ができる都市」や「古い日本の街並みが見られる都市」に行きたい・関
心のある回答者が多かった。「ゴールデンルート」と「農山漁村地域」への関心は同じ程度あ
り、特に台湾・タイでは農山漁村地域への関心の方が高かった。テーマパークやリゾートに関
心がある回答者は全体的に少なかった。

8. あなたが今後、訪日旅行をする場合、食事面で重視する点を教えてください。（最大３つまで）

選択肢（複数選択）
ALL

（n=1053）

中国

（n=112）

台湾

（n=139）

香港

（n=117）

タイ

（n=157）

シンガポール

（n=112）

アメリカ

（n=117）

オーストラリア

（n=112）

フランス

（n=187）

地域特有のメニューが提供されること 68.4% 46.4% 71.2% 65.8% 58.6% 79.5% 71.8% 75.0% 76.5%

地元の食材を利用していること 55.5% 27.7% 57.6% 65.8% 66.9% 43.8% 48.7% 64.3% 60.4%

旬の食材を利用していること 50.8% 26.8% 51.1% 66.7% 64.3% 46.4% 49.6% 55.4% 44.4%

安価であること 30.0% 21.4% 32.4% 33.3% 34.4% 40.2% 36.8% 24.1% 20.9%

日本特有の発酵食品が提供されること 13.8% 37.5% 6.5% 5.1% 5.1% 12.5% 10.3% 11.6% 21.9%

多様な食習慣（ハラール、ビーガン、ベジタリアン、グ

ルテンフリー等）に対応したメニューが提供されること
12.7% 33.9% 9.4% 6.8% 8.3% 8.0% 15.4% 17.9% 8.0%

希少価値の高い食材を利用していること 11.5% 41.1% 4.3% 10.3% 14.6% 8.9% 4.3% 3.6% 8.0%

その他 1.7% 0.0% 0.7% 0.0% 1.9% 1.8% 4.3% 3.6% 1.6%

訪日旅行中に食事面で特に重視する点はない 5.5% 0.9% 9.4% 9.4% 3.8% 7.1% 5.1% 3.6% 4.8%

Q8. 訪日旅行の際、食事面で重視する点

全対象国において、「地域特有のメニュー」、「地元の食材」、「旬の食材」を重視する傾
向があった。中国においては「発酵商品」、「多様な食習慣への対応」、「希少価値の高い
メニュー」が重視される傾向にある。また、アメリカ・オーストラリアにおいては「多様な食習慣
に対応したメニュー」、香港・タイでは「希少価値の高い食材」がほかの国と比べて重視され
ている。
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9. あなたが今後、訪日旅行をする場合、体験したい食関連の体験コンテンツを教えてください。（最大３つまで）

選択肢（複数選択）
ALL

（n=1053）

中国

（n=112）

台湾

（n=139）

香港

（n=117）

タイ

（n=157）

シンガポール

（n=112）

アメリカ

（n=117）

オーストラリア

（n=112）

フランス

（n=187）

日本料理の調理体験 47.2% 34.8% 46.8% 50.4% 58.6% 33.0% 42.7% 50.9% 52.4%

地域の食文化・歴史の説明をガイドか

ら聞く
42.7% 24.1% 51.1% 41.9% 33.8% 50.9% 55.6% 53.6% 36.4%

農業体験（農産物の収穫体験） 33.6% 37.5% 38.8% 32.5% 52.9% 54.5% 18.8% 18.8% 17.6%

茶道体験 32.0% 37.5% 18.7% 12.8% 31.2% 29.5% 44.4% 33.0% 44.4%

日本酒の酒蔵見学 29.2% 33.9% 33.1% 38.5% 12.1% 23.2% 29.9% 33.0% 33.2%

醤油蔵、味噌蔵見学 23.5% 20.5% 20.9% 29.1% 19.1% 22.3% 18.8% 22.3% 31.6%

ウイスキー、ビール、ワインなどの工

場見学
19.8% 22.3% 18.0% 31.6% 13.4% 15.2% 17.1% 28.6% 16.6%

漁業体験（魚釣り、エサやり体験） 16.5% 34.8% 16.5% 23.1% 14.6% 14.3% 12.8% 8.0% 11.8%

その他 3.4% 0.9% 2.9% 3.4% 2.5% 0.9% 7.7% 2.7% 5.3%

特にない 5.2% 0.0% 6.5% 4.3% 6.4% 7.1% 6.0% 6.3% 4.8%

Q9. 訪日旅行の際、体験したい食関連の体験コンテンツ

全体の回答として国別にばらつきが見られるが、「日本料理の調理体験」「地域の食文化・
歴史の説明をガイドから聞く」は全体的に人気の傾向が見られた。また「農業体験」はタイとシ
ンガポールの回答者、「茶道体験」はアメリカとフランスの回答者により人気の傾向が見られた。
「日本酒の酒蔵見学」は「ウイスキー、ビール、ワインの工場見学」よりも人気の傾向にある。

10. あなたが今後訪日旅行を計画する場合、インターネットで検索するときに最も参考にする情報は何ですか？（最大３つまで）

選択肢（複数選択）
ALL

（n=1053）

中国

（n=112）

台湾

（n=139）

香港

（n=117）

タイ

（n=157）

シンガポール

（n=112）

アメリカ

（n=117）

オーストラリア

（n=112）

フランス

（n=187）

公式ホームページの動画、写

真
51.6% 31.3% 54.7% 45.3% 51.0% 62.5% 50.4% 64.3% 52.4%

公式ホームページの文章での

情報
50.7% 34.8% 59.7% 56.4% 57.3% 42.9% 41.0% 55.4% 52.4%

個人が投稿する口コミサイト

の情報
37.8% 26.8% 35.3% 40.2% 47.8% 44.6% 34.2% 45.5% 29.9%

個人旅行者が撮影した動画、

写真
37.4% 42.0% 36.7% 45.3% 43.3% 39.3% 30.8% 36.6% 28.9%

個人が発信するブログなどの

文章での情報
28.1% 28.6% 37.4% 46.2% 23.6% 19.6% 16.2% 21.4% 29.9%

インフルエンサーが撮影した

動画、写真
18.3% 38.4% 16.5% 11.1% 17.8% 22.3% 17.9% 10.7% 15.0%

インフルエンサーの発信する

文章での情報
11.6% 35.7% 18.0% 10.3% 11.5% 7.1% 4.3% 1.8% 6.4%

その他 5.1% 0.0% 4.3% 4.3% 0.6% 1.8% 11.1% 8.9% 9.1%

特に参考にするサイトはない 5.0% 0.0% 2.9% 5.1% 4.5% 6.3% 10.3% 2.7% 7.5%

Q10.訪日旅行を計画する際にインターネット検索で最も参考にする情報

全体として「公式ホームページ」の情報を訪日旅行の計画時に参考にする傾向が見られた。
「個人の口コミ」や「旅行者が撮影した動画・写真」も同様に参考にしている傾向があり、台
湾・香港では「個人のブログでの文章」も他国と比べ参考にされている。また、中国では「イン
フルエンサー」の情報を参考にする傾向がある。
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考察

• 日本の食体験の訴求、訪日旅行中に体験したいコンテンツについて（Q6.Q8.Q9参考）

Q6（知りたい情報）の回答でも、「日本の食文化」、「地域の郷土料理」、「歴史やストーリー」を知り

たい回答者が多く、

Q9「調理体験」、「地域の食文化・歴史をガイドから聞く体験」といった実際に日本の食文化を自分の

手で体験できるコンテンツが、酒蔵見学などのコンテンツよりも人気の傾向であることがわかった。

Q8（食事面で重視する点）においても「地域特有のメニュー」、「地元の食材」が重視されていること

から、

外国人観光客が訪日旅行中に、日本の食文化、郷土料理、歴史を体験・知ることのできるコンテン

ツの拡充や認知拡大が重要と推察できる。

• 各国における日本食に関する情報発信について（Q10参考）

「個人のブログ」、「インフルエンサー」が発信する情報を参考にする際は、動画・写真が注目される傾向

にあるが、「公式ホームページ」が発信する情報を参考にする際は、動画・写真と文章、両方の回答割

合がほぼ均等であることがわかった。これにより、情報を発信する媒体によって、情報発信の内容（方

法）を工夫する必要があると推察できる。

今回のアンケートにより、訪日外国人観光客が日本食に求めることを理解するためのキーワードとして、

「地域」、「地元食材」、「郷土料理」が挙げられる。王道のゴールデンルートと並び、「農山漁村地域」、

「自然」、「古い町並み」が人気の傾向にあることから、今後の訪日旅行の際、“前記のような地域へ

訪問し、食コンテンツを楽しみたい”という訪日外国人観光客のニーズがある、と推察できる。

全体でみられる傾向と合わせて、国ごとに興味関心の高いコンテンツならびに、参考とするメディアも細

かくは異なるため、本アンケート結果を参考にした“食コンテンツの造成”や“情報発信”を行っていくことが

重要になると考えられる。



パンフレット
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総評・来年度の取り組みについて
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来年度の取り組みについて

令和５年度の取組方針（案）

１ 趣旨

（１）昨年10月にコロナ対策の水際措置が大幅に緩和されたこと、また、本年12月
に「和食」のユネスコ無形文化遺産登録10周年を迎えることも踏まえ、政府が掲げ
るインバウンド消費５兆円超の速やかな達成を目指し、インバウンド誘致の促進に
取り組む。

（２）昨年12月に改訂された「農林水産物・食品の輸出拡大実行戦略」においても、
インバウンド再開への対応も盛り込まれ、「インバウンド観光の再開を契機とした訪
日外国人への日本の食や食文化の理解・普及を図ることにより、日本の農林水産
物・食品の輸出市場とインバウンド消費を拡大する取組を支援する」ことが記載さ
れている。

（３）これらを踏まえ、本事業においては、引き続き、輸出につながり、かつ、訪日外国
人が関心を持つような、日本の食と異分野が組み合わされた魅力的な食体験を募
集・選定し、磨き上げ・プロモーションを行うとともに、帰国後の再体験の提供に向け
た取組への支援を行うこととする。

２ 来年度の取組方針

（１）引き続き「食かけるプライズ」を実施し、ストーリー性があり魅力的で、かつ、輸出
につながる食体験の掘り起こしとプロモーション、輸出に向けた支援を行う。

（２）訪日外国人の帰国後の再体験（輸出）の提供を促進するため、「商品（モ
ノ）」に着目し、地域の食文化を伝える商品を募集し、輸出向けに磨き上げ支援
を行う新たなプロジェクトを開始する。
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全体スケジュール 食かけるプライズ 輸出商品化プロジェクト

審査 選定 輸出

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

●
委
員
会(

書
面
案
内)

●
1

次
審
査

【
7

月
上
旬
～
7

月
下
旬
】

●
最
終
審
査

【
8

月
中
旬
】

●
結
果
発
表(

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス)

【
9

月
中
旬
】

●
委
員
会

 (

最
終
審
査
会)

●
授
賞
式
・
交
流
会

●
委
員
会

●
磨
き
上
げ

●
動
画
制
作

●
バ
ー
チ
ャ
ル
ト
リ
ッ
プ
の
実
施

●
輸
出
に
対
す
る
専
門
家
の
派
遣

●
輸
出
商
談
（
商
談
会
の
参
加
）
な
ど
支
援

●
応
募
準
備(

4

月
上
旬
～)

●
応
募
要
項
作
成/

㏋
作
成

●
応
募
期
間

【
5

月
上
旬
～
6

月
下
旬
】

3月15日 事業終了

2

0

2

3

年

2

0

2

4

年

推進
委員会

バーチャル
トリップ

磨き上げ

農泊事業

情報
発信

販売
効果
検証

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
発
信

●
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
作
成

準
備

実
制
作

●
海
外
情
報
発
信

●
予
約
販
売
開
始

予
約
販
売
シ
ス
テ
ム
調
整
・
予
約
販
売
開
始

受
賞
者
と
の
調
整

●
効
果
検
証
開
始

●
1

次
審
査

【
7

月
上
旬
～
7

月
下
旬
】

●
最
終
審
査

【
8

月
中
旬
】

●
結
果
発
表(

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス)

【
9

月
中
旬
】

●
応
募
準
備(

4

月
上
旬
～)

●
応
募
要
項
作
成/

㏋
作
成

●
応
募
期
間

【
4

月
下
旬
～
6

月
下
旬
】

●
動
画
制
作
（
前
半
）

●
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
（
週
に
1~

2

回
）
・
月
に
1

回
レ
ポ
ー
ト
提
出
・
投
稿
内
容
打
ち
合
わ
せ

●
動
画
制
作
（
後
半
）

情報
発信
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会社名 ： 株式会社JTB

【委託実施事業担当者】

会社名 ： 株式会社JTB 霞が関事業部

住 所 ： 〒100-6051 東京都千代田区霞が関3-2-5

霞が関ビルディング23階

電 話 ： 03-6737-9263

F A X ： 03-6737-9264

担当者 ： 猪鼻 高志

委託実施事業者
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